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登山道区間ごとの施設整備・維持管理シート（案） 

施設整備や維持管理、利用者管理、モニタリング等を実施する場合には、整備や管理につ

いて具体的な資料が必要となる。このため、それぞれの区間について、施設（路面・木道整

備、橋・渡渉点の対応、トイレ・携帯トイレブースの設置など）、管理（標識、ルートの規制、

危険木の処理など）についてより具体的に記載した資料として「登山道区間ごとの施設整備・

維持管理シート（案）」作成している。最終的には、屋久島山岳部適正ビジョンの「７．施設

の整備と維持管理」を補完する巻末参考資料とする。なお、本資料は、主に登山道等管理者

が使用することを想定している。 

表 1 施設整備・維持管理の水準を設定する対象区間 

1 登山口（龍神杉）～龍神杉

2 登山口（愛子岳）～愛子岳山頂

3-1① 弥生杉コース（白谷雲水峡入口～弥生杉～さつき吊り橋～白谷雲水峡入口）

3-1②  奉行杉コース（さつき吊り橋付近の分岐～奉行杉～二代くぐり杉付近の分岐）

3-1③  太鼓岩往復コース（白谷雲水峡入口～辻峠～太鼓岩）

3-2 辻峠～楠川分れ

3-3 白谷雲水峡入口～楠川歩道入口

4-1 永田歩道入口～竹の辻

4-2 竹の辻～鹿之沢小屋

4-3 鹿之沢小屋～永田岳

4-4 永田岳～焼野三叉路

5 花山歩道入口～鹿之沢小屋

6-1 登山道入口（ヤクスギランド）～大和杉

6-2 大和杉～花之江河

7-1① 30分・50分コース（ヤクスギランド入口～仏陀杉～ヤクスギランド入口）

7-1②  80分コース（荒川橋～つつじ河原～仏陀杉）

7-1③  150分コース（荒川橋分岐～蛇紋杉～つつじ河原）

7-2 蛇紋杉～太忠岳

8-1 荒川登山口～大株歩道入口

8-2 大株歩道入口～高塚小屋

8-3 高塚小屋～焼野三叉路

8-4① 黒味分れ～焼野三叉路

8-4② 花之江河～黒味分れ

8-5 淀川登山口～花之江河

8-6 黒味分れ～黒味岳

9 旧栗生歩道入口～花之江河

10 登山口（湯泊）～花之江河

11 登山口（モッチョム）～モッチョム岳山頂

12-1 登山口（尾之間）～蛇之口滝

12-2 蛇之口滝入口～淀川登山口

区間番号 対象区間の経路
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表 2 あるべき利用体験ランク（ルートごと）と施設整備・維持管理の水準（区間ごと）の対比 

 

ランク

1

ランク

2

ランク

3

ランク

4

ランク

5

1 登山口（龍神杉）～龍神杉 4 4 ○

2 登山口（愛子岳）～愛子岳山頂 4 4 ○

3-1① 弥生杉コース（白谷雲水峡入口～弥生杉～さつき吊り橋～白谷雲水峡入口） 1 2 3 4 1

3-1②  奉行杉コース（さつき吊り橋付近の分岐～奉行杉～二代くぐり杉付近の分岐） 2 3 4 2

3-1③  太鼓岩往復コース（白谷雲水峡入口～辻峠～太鼓岩） 2 3 4 2

3-2 辻峠～楠川分れ 4 4 ○

3-3 白谷雲水峡入口～楠川歩道入口 4 4 ○

4-1 永田歩道入口～竹の辻 5 5 ○

4-2 竹の辻～鹿之沢小屋 5 5 ○

4-3 鹿之沢小屋～永田岳 5 5 ○

4-4 永田岳～焼野三叉路 5 5 ○

5 花山歩道入口～鹿之沢小屋 5 5 ○

6-1 登山道入口（ヤクスギランド）～大和杉 3 5 3

6-2 大和杉～花之江河 5 5

7-1① 30分・50分コース（ヤクスギランド入口～仏陀杉～ヤクスギランド入口） 1 2 3 5 1

7-1②  80分コース（荒川橋～つつじ河原～仏陀杉） 2 3 5 2

7-1③  150分コース（荒川橋分岐～蛇紋杉～つつじ河原） 2 3 2

7-2 蛇紋杉～太忠岳 2 3 3

8-1 荒川登山口～大株歩道入口 3 4 2 ○ ※１

8-2 大株歩道入口～高塚小屋 3 4 3 ○

8-3 高塚小屋～焼野三叉路 4 4 ○ ※２

8-4① 黒味分れ～焼野三叉路 4 5 4 ○

8-4② 花之江河～黒味分れ 3 4 5 3 ○

8-5 淀川登山口～花之江河 3 4 5 3 ○

8-6 黒味分れ～黒味岳 3 3 ○

9 旧栗生歩道入口～花之江河 5 5 ○

10 登山口（湯泊）～花之江河 5 5 ○

11 登山口（モッチョム）～モッチョム岳山頂 3 3 ○

12-1 登山口（尾之間）～蛇之口滝 3 4 3

12-2 蛇之口滝入口～淀川登山口 4 4 ○

【備考の説明】

※１：あるべき利用体験ランク設定時に、ルート全体としては「３以上」であるが、施設整備・維持管理水準は「２」が望ましいとした。

【セルの説明】

：あるべき利用体験ランクが重複してなく、第2回検討会で、施設整備・維持管理ランクを決定した区間

：第3回検討会で、施設整備・維持管理ランクを決定した区間

：第4回検討会で、施設整備・維持管理ランクを決定する区間

※２：ルート全体としてのあるべき利用体験ランクは「４」であるが、高塚避難小屋付帯のと新高塚小屋付帯の汲み取り式トイレは必要に応じて補修しながら継続使用するが、将来的な環境改善の議論を深め

る。新高塚小屋付帯の自己処理型トイレは必要に応じて改築及び補修しながら可能な限り継続使用する。

区間番号 区間経路

あるべき利用体験ランク（ルートごと） 施設整備・

維持管理の水準

（区間ごと）

備考
区間ごとの

水準決定の有無
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区間ごとの

施設整備・維

持管理水準

区間N o. 路線名 区間経路

3-1① 白谷雲水峡
弥生杉コース

（入口～弥生杉～さつき吊り橋～入口）

7-1① ヤクスギランド
30分・50分コース

（入口～仏陀杉～入口）

3-1② 白谷雲水峡
奉行杉コース

（さつき吊り橋付近の分岐～奉行杉～二代くぐり杉付近の分岐）

3-1③ 白谷雲水峡
太鼓岩往復コース

（白谷雲水峡入口～辻峠～太鼓岩）

7-1② ヤクスギランド
80分コース

（荒川橋～つつじ河原～仏陀杉）

7-1③ ヤクスギランド
150分コース

（荒川橋分岐～蛇紋杉～つつじ河原）

8-1 縄文杉線 荒川登山口～大株歩道入口

6-1 花之江河ヤクスギランド線 登山道入口（ヤクスギランド）～大和杉

7-2 太忠岳線 蛇紋杉～太忠岳

8-2 縄文杉線 大株歩道入口～高塚小屋

8-4② 宮之浦線 花之江河～黒味分れ

8-5 宮之浦線 淀川登山口～花之江河

8-6 宮之浦線 黒味分れ～黒味岳

11 モッチョム岳線 登山口～モッチョム岳山頂

12-1 尾之間線 登山口～蛇之口滝

1 龍神杉線 登山口～龍神杉

2 愛子岳線 登山口～愛子岳山頂

3-2 楠川線 辻峠～楠川分れ

3-3 白谷雲水峡 白谷雲水峡入口～楠川歩道入口

8-3 宮之浦線 高塚小屋～焼野三叉路

8-4① 宮之浦線 黒味分れ～焼野三叉路

12-2 尾之間線 蛇之口滝入口～淀川登山口

4-1 永田線 永田歩道入口～竹の辻

4-2 永田線 竹の辻～鹿之沢小屋

4-3 永田線 鹿之沢小屋～永田岳

4-4 永田線 永田岳～焼野三叉路

5 花山線 花山歩道入口～鹿之沢小屋

6-2 花之江河ヤクスギランド線 大和杉～花之江河

9 栗生線 旧栗生歩道入口～花之江河

10 湯泊線 登山口～花之江河

1

2

3

4

5

図 1 登山道区間ごとの施設整備・維持管理水準 
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さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
未

舗
装

路
を
利

用
し
て
、
車

両
で
到

着
で
き
る
。

 

※
現

在
、
登

山
口

入
口

に
は

5
台

程
度

の
駐

車
ス
ペ

ー
ス
が

あ
る
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
石

組
み

で
の

歩
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す
る
。

 

※
な
お
、
区

間
内

に
は

、
宮

之
浦

森
林

軌
道

（
廃

線
）
の

桟
道

、
伐

採
後

に
植

林
し
た
ス
ギ

林
な
ど
の

歴
史

的
な
雰

囲
気

が
感

じ
ら

れ
る
場

所
が

あ
る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
石

組
み

で
の

歩
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

階
段

程
度

の
設

置
に

と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
工

法
や

、
伝

統
的

な
石

組
み

で
整

備
を
検

討
す

る
。
ま
た
、
区

間
内

の
宮

之
浦

森
林

軌
道

（
廃

線
）
の

桟
道

な
ど
の

歴
史

的
雰

囲
気

を
保

持
し
た
整

備
・
管

理
と
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

区
間

内
に
ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

設
置

し
な
い
。

 

※
当

該
区

間
に

は
ト
イ
レ
は

な
く
、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す
る
。

 
※

下
山

し
た
場

所
近

く
に

回
収

箱
が

な
い
た
め

、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

設
置

し
な
い

。
 

※
現

在
、
龍

神
杉

展
望

デ
ッ
キ

が
設

置
さ
れ

て
い
る
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
、
現

状
を
超

え
る
よ
う
な
施

設
の

設
置

は
し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

1.
龍

神
杉

線

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

1
 

龍
神

杉
線

 
歩

道
：
屋

久
島

町
 

入
口

標
識

：
屋

久
島

町
 

入
口

標
識

 
区

間
図

 
位

置
図

 

―4―



9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 
※

標
識

を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
道

迷
い
の

要
因

と
な
る
分

岐
点

は
な
い

た
め

、
設

置
し
な
い

。
道

迷
い

の
発

生
リ
ス
ク
は

や
や

高
い
が

、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
現

状
以

上
の

道
標

は
設

置
し
な
い

。
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
、
渡

渉
点

が
あ

る
こ
と
を
記

載
す
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い
。
）
 

※
入

口
標

識
に

景
観

（
龍

神
杉

、
風

神
杉

、
雷

神
杉

な
ど
）
、
文

化
的

施
設

（
森

林
軌

道
跡

や
炭

焼
き
跡

な
ど
の

林
業

遺
構

）
な
ど

必
要

最
低

限
の

解
説

と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
通

過
で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

1
1
 
愛

子
岳

往
復

 
日

帰
り

 
愛

子
岳

歩
道

入
口

⇒
愛

子
岳

山
頂

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
登

山
経

験
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

が
適

宜
設

置
さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す

る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
舗

装
路

を
利

用
し
て
、
車

両
で
到

着
で
き
る
。

 

※
登

山
口

入
口

に
は

5
台

程
度

の
駐

車
ス
ペ

ー
ス
が

あ
る
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
整

備
は

さ
れ

て
お

ら
ず

、
登

攀
用

ロ
ー
プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

が
必

要
と
な
っ
た
場

合
に

は
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す
る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
が

整
備

が
必

要
な
場

合
に

は
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 
※

現
在

、
頂

上
付

近
の

岩
が

滑
り
や

す
い
３
～

4
箇

所
に
ロ
ー

プ
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。
再

整
備

の
際

に
は

、
安

全
を
保

持
し
た
整

備
・
管

理
と
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 
区

間
内

に
ト
イ
レ
及

び
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

設
置

し
な
い

。
 

※
当

該
区

間
に

は
ト
イ
レ
は

く
、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

※
下

山
し
た
場

所
近

く
に

回
収

箱
が

な
い
た
め

、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

2.
愛
子
岳
線

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

2
 

愛
子

岳
線

 
歩

道
：
未

執
行

 
入

口
標

識
：
環

境
省

 

区
間

図
 

入
口

標
識

 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
愛

子
岳

入
口

標
識

（
環

境
省

）
に

掲
示

済
で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ

ら

は
作

業
部

会
等

に
お
け
る
議

論
の

結
果

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。

 
※

標
識

を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
道

迷
い
の

要
因

と
な
る
分

岐
点

は
な
い

た
め

、
設

置
し
な
い

。
道

迷
い

の
発

生
リ
ス
ク
は

や
や

高
い
が

、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
現

状
以

上
の

道
標

は
設

置
し
な
い

。
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
、
夏

場
に

は
水

場
が

枯
れ

て
い
る
場

合
が

あ
り
、
水

の
携

帯
は

必
須

で
あ

る
こ
と
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に

は
、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 
特

に
優

れ
た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い
。
）
 

※
愛

子
岳

入
口

標
識

（
環

境
省

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
通

過
で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

1
 

1
9
 
白

谷
雲

水
峡

 
弥

生
杉

コ
ー
ス

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
弥

生
杉

コ
ー

ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

2
 

2
0
 
白

谷
雲

水
峡

 
奉

行
杉

コ
ー
ス

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
奉

行
杉

コ
ー

ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

2
 

2
1
 
白

谷
雲

水
峡

 
入

口
～

辻
峠

～
太

鼓
岩

 
往

復
 

白
谷

雲
水

峡
入

口
⇒

辻
峠

⇒
太

鼓
岩

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

3
 

2
2
 
白

谷
雲

水
峡

 
入

口
～

辻
峠

～
太

鼓
岩

～
奉

行
杉

コ
ー

ス
～

入
口

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
辻

峠
⇒

太
鼓

岩
⇒

奉
行

杉
コ
ー
ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
荒

川
登

山
口

⇒
大

株
歩

道
入

口
⇒

縄
文

杉
⇒

高
塚

小
屋

⇒
楠

川
分

か
れ

⇒
白

谷
雲

水
峡

入
口

、
1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

4
 

6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

宮
之

浦
岳

⇒
縄

文
杉

⇒
楠

川
分

か
れ

⇒
白

谷
雲

水
峡

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

4
 

2
9
 
淀

川
登

山
口

～
宮

之
浦

岳
～

白
谷

雲
水

峡
～

楠
川

歩
道

入
口

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

宮
之

浦
岳

⇒
縄

文
杉

⇒
楠

川
分

か
れ

⇒
楠

川
歩

道
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
1
，

2
，

3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

１
以

上
 

・
バ

ス
や

レ
ン
タ
カ
ー

等
で
容

易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

 
・
行

程
は

日
帰

り
（
半

日
未

満
）
の

一
般

観
光

客
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
木

道
や

階
段

が
整

備
さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
安

全
性

・
快

適
性

に
配

慮
さ
れ

た
探

勝
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
と
ふ

れ
あ
え
る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
一

般
観

光
客

（
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

、
登

山
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
当

該
区

間
の

み
半

日
未

満
）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

歩
行

に
適

し
た
靴

（
サ

ン
ダ
ル

・
ハ

イ
ヒ
ー

ル
等

不
可

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

雨
除

け
対

策
 

（
登

山
用

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
）
 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
最

優
先

と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

低
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
最

優
先

と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

荒
天

時
に
も
安

全
に
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

常
に

人
に

出
会

い
、
時

に
渋

滞
が

起
き
る
。
数

十
名

の
団

体
利

用
も
想

定
さ
れ

る
。

 

ア
ク
セ
ス

 
バ

ス
・
レ
ン
タ
カ
ー

等
で
容

易
に

到
着

で
き
る
。

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
頻

繁
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
最

優
先

し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
環

境
と
な
る
よ
う
に

す
る
。

 

音
 

人
工

音
（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
い

。
当

該
区

間
は

川
沿

い
と
な
り
、
登

山
者

の
足

音
や

声
の

他
は

、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
て
お
り
、
こ
れ

を
保

持
す

る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

ぬ
か

る
ん

で
い

る
場

所
、
木

の
根

や
石

で
滑

り
や

す
い

場
所

、
傾

斜
が

あ
る
場

所
等

に
は

、
歩

き
や

す
い
よ
う
木

道
・
階

段
等

を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
最

優
先

し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

渡
渉

し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
橋

等
を
設

置
す

る
。

 
※

ま
た
、
増

水
時

に
歩

行
困

難
と
な
る
場

合
に

は
、
入

口
で
通

行
止

め
と
す
る
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議

会
）
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。

 
※

当
該

区
間

の
起

点
側

に
は

、
無

放
流

地
下

浸
透

式
水

洗
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
、
平

成
6
年

度
整

備
）
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

※
使

用
済

携
帯

ト
イ
レ
は

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。
楠

川
歩

道
入

口
へ

下
山

し
た
場

合
に
は

、
近

く
に

回
収

箱
が

な
い
の

で
、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

雨
除

け
可

能
な
東

屋
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 

ベ
ン
チ
を
一

定
間

隔
で
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
当

該
区

間
は

半
日

程
度

の
工

程
で
あ

り
、
体

力
を
要

す
る
区

間
は

含
ま
れ

な
い
た
め

、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理3-
1.
白
谷
雲
水
峡
・
弥
生
杉
コ
ー
ス

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

1
 

3
-
1
①

 
弥

生
杉

コ
ー
ス
（
白

谷
雲

水
峡

入
口

～
弥

生
杉

～
さ
つ

き
吊

り

橋
～

白
谷

雲
水

峡
入

口
）
 

歩
道

：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 

入
口

管
理

棟
、
入

口
標

識
：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 
入

口
ト
イ
レ
（
無

放
流

地
下

浸
透

式
水

洗
式

）
：
鹿

児
島

県
 

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
回

収
箱

：
環

境
省

 

入
口

標
識

 

携
帯

ト
イ

レ
回

収
箱

 

入
口

管
理

棟
 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

及
び

分
岐

点
・
立

ち
寄

り
地

点
の

要
所

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
白

谷
雲

水
峡

入
口

や
分

岐
点

の
標

識
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
に

掲
示

済
で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

一
定

区
間

ご
と
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
主

要
点

・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 

全
て
の

規
制

・
危

険
箇

所
に

設
置

。
 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
、
降

雨
時

に
は

木
製

歩
道

等
が

す
べ

り
や

す
い

こ
と
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
内

の
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

も
設

置
を
行

う
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
白

谷
雲

水
峡

入
口

標
識

（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

ル
ー

ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 
不

明
瞭

な
箇

所
に
お
い
て
は

、
柵

、
ロ
ー

プ
、
木

道
等

に
よ
り
歩

行
可

能
な
場

所
が

明
瞭

な
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
定

期
的

に
危

険
木

の
有

無
を
確

認
す

る
。

 
基

本
的

に
伐

採
又

は
枝

落
と
し
等

の
処

理
を
行

い
、
当

該
処

理
が

で
き
な
い

場
合

に
は

簡
易

看
板

等
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
状

況
に

応
じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。
巡

視
時

に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
し
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

必
要

に
応

じ
て
定

期
的

に
刈

り
払

い
を
行

い
、
草

木
が

通
行

の
妨

げ
と
な
ら
ず

、
快

適
に
歩

行
で
き
る
状

態
を
保

つ
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
日

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

2
 

2
0
 
白

谷
雲

水
峡

 
奉

行
杉

コ
ー
ス

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
奉

行
杉

コ
ー

ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

3
 

2
2
 
白

谷
雲

水
峡

 
入

口
～

辻
峠

～
太

鼓
岩

～
奉

行
杉

コ
ー

ス
～

入
口

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
辻

峠
⇒

太
鼓

岩
⇒

奉
行

杉
コ
ー
ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 

6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
登

山
口

～
宮

之
浦

岳
～

白
谷

雲
水

峡
～

楠
川

歩
道

入
口

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
2
，

3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

２
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
半

日
～

一
日

）
の

登
山

入
門

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
木

道
や

階
段

が
適

所
に

設
置

さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
快

適
性

が
優

先
さ
れ

た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
を
楽

し
め

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

（
登

山
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
半

日
～

一
日

）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

雨
除

け
対

策
（
登

山
用

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
）
 

非
常

食
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
な
ど
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
道

迷
い
の

リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

よ
り
も
、
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

必
要

に
応

じ
て
、
荒

天
時

に
も
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
適

所
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
て
、
木

道
や

木
製

階
段

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を

通
過

す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し

つ
つ

も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 

音
 

人
工

音
（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
い

。
当

該
区

間
は

川
沿

い
と
な
り
、
登

山
者

の
足

音
や

声
の

他
は

、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
て
お
り
、
こ
れ

を
保

持
す

る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
木

の
根

・
石

・
斜

面
な
ど
の

滑
り
や

す
い

場
所

に
は

、
必

要
に
応

じ
て
木

道
・
階

段
を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
工

法
を
検

討
す
る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

・
渡

渉
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
必

要
に

応
じ
て
簡

易
な
橋

を
設

置
す
る
。

 
・
橋

を
設

置
し
な
い
場

合
、
渡

渉
点

が
増

水
し
た
際

は
管

理
者

の
判

断
で
利

用
を
制

限
す

る
こ
と
が

あ
る
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。
距

離
・
入

込
者

数
等

の
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

に
適

宜
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。

 

※
当

該
区

間
に

は
ト
イ
レ
は

な
い
が

区
間

前
後

に
は

、
区

間
３
－

１
①

ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
及

び
、
区

間
３
－

１
③

の
白

谷
避

難
小

屋
の

汲
み

取
り
ト
イ
レ
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
と
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
（
林

野
庁

）
が

あ
る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す
る
。

 

※
使

用
済

携
帯

ト
イ
レ
は

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。
楠

川
歩

道
入

口
へ

下
山

し
た
場

合
に
は

、
近

く
に

回
収

箱
が

な
い
た
め

、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

ベ
ン
チ
・
休

憩
ス
ペ
ー

ス
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 

必
要

に
応

じ
て
雨

除
け
可

能
な
東

屋
の

設
置

す
る
。

 
※

既
設

の
休

憩
施

設
・
ベ
ン
チ
に

つ
い
て
は

、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理3-
1.
白
谷
雲
水
峡
・
奉
行
杉
コ
ー
ス

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

2
 

3
-
1
②

 

奉
行

杉
コ
ー

ス
 

（
さ
つ

き
吊

り
橋

付
近

の
分

岐
～

奉
行

杉
～

二
代

く
ぐ
り
杉

付
近

の
分

岐
）
 

歩
道

：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
一

定
区

間
ご
と
（
頻

度
は

中
程

度
）
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
主

要
点

・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
に

は
、

必
要

に
応

じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に
設

置
を
行

う
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
で
の

解

説
板

の
設

置
は

作
業

部
会

の
検

討
を
踏

ま
え
て
、
解

説
が

必
要

な
箇

所
に
設

置
と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 
・
不

明
瞭

で
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す

る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

ロ
ー

プ
等

に
よ
り
ル

ー
ト
が

判
別

で
き
る
状

態
と
す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
ル

ー
ト
は

明
瞭

で
あ
り
、
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す
る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

、
ロ
ー

プ
等

に
よ
り
誘

導
す

る
。

 
※

過
去

に
集

中
的

な
登

山
道

整
備

が
さ
れ

た
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 

必
要

に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
た
だ
し
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
ラ
ン
ク
で
は

あ
る
が

、
年

間
利

用
者

数
９
万

人
程

度
で
あ

る
こ
と
を
鑑

み
、
定

期
的

に
危

険
木

の
有

無
を
確

認
し
、
基

本
的

に
伐

採
又

は
枝

落
と
し
等

の
処

理
を
行

い
、
当

該
処

理
が

で
き
な
い
場

合
に
は

簡
易

看
板

等
に

よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
状

況
に

応
じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。
巡

視
時

に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
し
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

必
要

に
応

じ
て
定

期
的

に
刈

り
払

い
を
行

い
、
草

木
が

通
行

の
妨

げ
と
な
ら
な
い
状

態
を
保

つ
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
登

山
道

は
明

瞭
で
あ

り
、
快

適
に

歩
行

で
き
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
週

間
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

2
 

2
1
 
白

谷
雲

水
峡

 
入

口
～

辻
峠

～
太

鼓
岩

 
往

復
 

白
谷

雲
水

峡
入

口
⇒

辻
峠

⇒
太

鼓
岩

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

3
 

2
2
 
白

谷
雲

水
峡

 
入

口
～

辻
峠

～
太

鼓
岩

～
奉

行
杉

コ
ー

ス
～

入
口

 
白

谷
雲

水
峡

入
口

⇒
辻

峠
⇒

太
鼓

岩
⇒

奉
行

杉
コ
ー
ス
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、
日

帰
り

 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
登

山
口

～
宮

之
浦

岳
～

白
谷

雲
水

峡
～

楠
川

歩
道

入
口

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
2
，

3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

２
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

入
門

者
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
木

道
や

階
段

が
適

所
に

設
置

さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
快

適
性

が
優

先
さ
れ

た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
を
楽

し
め

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

（
登

山
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

※
た
だ
し
、
そ
の

先
の

区
間

を
歩

く
場

合
に

は
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

雨
除

け
対

策
（
登

山
用

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
）
 

非
常

食
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
な
ど
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

低
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

よ
り
も
、
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

必
要

に
応

じ
て
、
荒

天
時

に
も
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
適

所
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
や

、
伝

統
的

な
石

組
み

で
の

歩
道

整
備

が
整

備
さ

れ
て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 
※

な
お
、
区

間
内

に
は

、
藩

政
時

代
に
整

備
さ
れ

た
石

畳
が

あ
り
、
自

然
と
調

和
し
た
雰

囲
気

が
感

じ
ら
れ

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

3-
1.
白
谷
雲
水
峡

（
入
口
～
辻
峠
：
片
道
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

2
 

3
-
1
③

 
太

鼓
岩

往
復

コ
ー

ス
（
さ
つ

き
吊

り
橋

分
岐

～
辻

峠
～

太
鼓

岩
）
 

歩
道

：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 
白

谷
避

難
小

屋
、
白

谷
避

難
小

屋
付

帯
汲

取
り
ト
イ
レ
：
屋

久
島

町
 

白
谷

避
難

小
屋

手
前

の
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 

区
間

図
 

（
木

造
）
 

位
置

図
 

―12―
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施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
木

の
根

・
石

・
斜

面
な
ど
の

滑
り
や

す
い

場
所

に
は

、
必

要
に
応

じ
て
木

道
・
階

段
を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
工

法
や

、
伝

統
的

な
石

組
み

で
整

備
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

・
渡

渉
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
必

要
に

応
じ
て
簡

易
な
橋

を
設

置
す
る
。

 
・
橋

を
設

置
し
な
い
場

合
、
渡

渉
点

が
増

水
し
た
際

は
管

理
者

の
判

断
で
利

用
を
制

限
す

る
こ
と
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

階
段

や
は

し
ご
等

を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
雨

天
時

は
露

出
し
た
花

崗
岩

の
大

岩
が

滑
り
や

す
い

こ
と
を
入

口
で
注

意
喚

起
す

る
が

、
階

段
や

は
し
ご
等

は
設

置
し

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。
距

離
・
入

込
者

数
等

の
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

に
適

宜
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。

 

※
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
は

、
白

谷
避

難
小

屋
手

前
に

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

白
谷

避
難

小
屋

内
部

に
は

汲
取

り
ト
イ
レ
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

※
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。
楠

川
歩

道
入

口
へ

下
山

し
た
場

合
に
は

、
近

く
に

回

収
箱

が
な
い
た
め

、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 
【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
白

谷
小

屋
付

帯
ト
イ
レ
は

平
成

1
8
年

度
か

ら
白

谷
避

難
小

屋
の

悪
臭

対
策

及
び

し
尿

の
埋

設
に
よ
る
環

境
負

荷
を
な
く
す
た

め
、
し
尿

の
人

力
搬

出
が

実
施

さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、
搬

出
に
は

継
続

的
に

コ
ス
ト
が

か
か

る
。
し

尿
搬

出
経

費
は

、
森

林
環

境
整

備
推

進
協

力
金

か
ら
負

担
し
て
い
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

ベ
ン
チ
・
休

憩
ス
ペ
ー

ス
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 
必

要
に

応
じ
て
雨

除
け
可

能
な
東

屋
の

設
置

す
る
。

 
※

た
だ
し
、
辻

峠
に
は

休
憩

ス
ペ
ー

ス
と
ベ
ン
チ
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

は
当

面
設

置
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

宿
泊

施
設

 

山
で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 
※

当
該

区
間

に
は

、
白

谷
避

難
小

屋
が

整
備

さ
れ

て
い
る
が

、
こ
れ

は
当

該
区

間
を
通

過
す

る
、
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４

の
ル

ー
ト
を
利

用
す

る
場

合
に
は

、
白

谷
避

難
小

屋
で
の

宿
泊

を
想

定
す

る
。
必

要
に
応

じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
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管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ

ら

は
作

業
部

会
等

に
お
け
る
議

論
の

結
果

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。

 
※

白
谷

避
難

小
屋

内
に

も
、
小

屋
か

ら
目

的
地

ま
で
の

案
内

版
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
一

定
区

間
ご
と
（
頻

度
は

中
程

度
）
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
白

谷
雲

水
峡

案
内

図
（
屋

久
島

レ
ク
森

協
議

会
）
に
あ

る
①

～
⑯

の
主

要
点

・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
に

は
、

必
要

に
応

じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に
設

置
を
行

う
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
で
の

解

説
板

の
設

置
は

解
説

が
必

要
な
箇

所
に

設
置

と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 
・
不

明
瞭

で
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す

る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

ロ
ー
プ
等

に
よ
り
ル

ー
ト
が

判
別

で
き
る
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 

必
要

に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
た
だ
し
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
ラ
ン
ク
で
は

あ
る
が

、
年

間
利

用
者

数
9
万

人
程

度
で
あ

る
こ
と
を
鑑

み
、
定

期
的

に
危

険
木

の
有

無
を
確

認
し
、
基

本
的

に
伐

採
又

は
枝

落
と
し
等

の
処

理
を
行

い
、
当

該
処

理
が

で
き
な
い
場

合
に
は

簡
易

看
板

等
に

よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
状

況
に

応
じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。
巡

視
時

に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
し
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

必
要

に
応

じ
て
定

期
的

に
刈

り
払

い
を
行

い
、
草

木
が

通
行

の
妨

げ
と
な
ら
な
い
状

態
を
保

つ
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
週

間
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
登

山
口

～
宮

之
浦

岳
～

白
谷

雲
水

峡
～

楠
川

歩
道

入
口

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
ま
た
は

一
泊

の
登

山
経

験
者

向
け

ル
ー

ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
・
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

※
道

迷
い
の

リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す

る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
伝

統
的

な
石

組
み

で
の

歩
道

整
備

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 
※

な
お
、
区

間
内

に
は

、
藩

政
時

代
に
整

備
さ
れ

た
石

畳
が

あ
り
、
自

然
と
調

和
し
た
雰

囲
気

が
感

じ
ら
れ

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
伝

統
的

な
石

組
み

で
の

歩
道

整
備

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

階
段

程
度

の
設

置
に

と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
工

法
や

、
伝

統
的

な
石

組
み

で
整

備
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 
区

間
内

に
必

要
最

低
限

の
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

ト
イ
レ
は

な
い
が

区
間

終
点

に
は

、
区

間
８
－

１
の

小
杉

谷
山

荘
跡

バ
イ
オ

ト
イ
レ
（
屋

久
島

町
）
が

あ
る
。
今

後

も
ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
た
だ
し
、
辻

峠
に
は

休
憩

ス
ペ
ー

ス
と
ベ
ン
チ
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に
管

理
し
、
必

要

に
応

じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
避

難
小

屋
、
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 

※
高

塚
避

難
小

屋
、
新

高
避

難
塚

小
屋

、
白

谷
避

難
小

屋
で
の

宿
泊

を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

3-
2.
楠

川
線

（
辻

峠
～

楠
川

分
か

れ
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

3
-
2
 

楠
川

線
 

（
辻

峠
～

楠
川

分
れ

）
 

歩
道

：
未

執
行

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

や
荒

川
登

山
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
辻

峠
と
楠

川
別

れ
に
は

分
岐

を
示

す
道

標
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
現

状
以

上
の

道
標

は
設

置
し
な
い

。
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

に
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

・
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

な
ど

に
明

記
し
、
当

該
区

間
の

特
に

危
険

な
箇

所
に

つ
い

て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設

置
し
な
い
。
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

・
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

な
ど

で
解

説
す

る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
通

過
で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

宮
之

浦
岳

⇒
縄

文
杉

⇒
楠

川
分

か
れ

⇒
楠

川
歩

道
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
ま
た
は

一
泊

の
登

山
経

験
者

向
け

ル
ー

ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
・
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す

る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
舗

装
路

を
利

用
し
て
、
車

両
で
到

着
で
き
る
。
場

所
に
よ
っ
て
は

、
未

舗
装

路
利

用
の

場
合

も
あ
る
。

 
※

現
在

、
楠

川
歩

道
入

口
ま
で
は

舗
装

路
と
な
っ
て
お

り
車

両
で
到

着
で
き
る
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
、
木

製
階

段
等

の
整

備
は

さ
れ

て
い

な
い

。
浸

食
防

止
や

植

生
・
根

茎
の

保
護

が
必

要
と
な
っ
た
場

合
に

は
、
当

該
区

間
を
通

過
す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
、
木

製
階

段
等

の
整

備
は

さ
れ

て
い

な
い

。
浸

食
防

止
や

植

生
・
根

茎
の

保
護

が
必

要
と
な
っ
た
場

合
に

は
、
当

該
区

間
を
通

過
す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

区
間

内
に
必

要
最

低
限

の
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 

※
当

該
区

間
終

点
側

に
は

白
谷

雲
水

峡
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
が

あ
る
。
こ
れ

以
上

の
ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ

使
用

を
基

本
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
白

谷
雲

水
峡

入
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。
楠

川
歩

道
入

口
へ

下
山

し
た
場

合
に
は

、
近

く
に

回

収
箱

が
な
い
た
め

、
里

で
の

廃
棄

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
避

難
小

屋
、
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 
※

高
塚

避
難

小
屋

、
新

高
避

難
塚

小
屋

、
白

谷
避

難
小

屋
で
の

宿
泊

を
想

定
す

る
。

 

 
 

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

3
-
3
 

白
谷

雲
水

峡
入

口
～

楠
川

歩
道

入
口

 

入
口

管
理

棟
（
平

成
7
年

度
整

備
、
再

掲
）
、
入

口
標

識
（
再

掲
）
：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 

無
放

流
地

下
浸

透
式

水
洗

ト
イ
レ
（
平

成
6
年

度
整

備
、
再

掲
）
：
鹿

児
島

県
、
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 
使

用
済

携
帯

ト
イ
レ
回

収
箱

（
再

掲
）
：
環

境
省

 
歩

道
：
未

執
行

 

入
口

標
識

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
道

迷
い
の

要
因

と
な
る
分

岐
点

は
な
い

た
め

、
設

置
し
な
い

。
道

迷
い

の
発

生
リ
ス
ク
は

や
や

高
い
が

、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
現

状
以

上
の

道
標

は
設

置
し
な
い

。
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 

区
間

内
で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

の
特

に
危

険
な
箇

所
に
つ

い
て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設

置
し
な
い
。
）
 

※
入

口
標

識
に

景
観

（
苔

む
す

森
な
ど
）
、
特

徴
的

な
植

物
、
文

化
的

施
設

（
伝

統
的

な
石

積
み

の
登

山
道

）
の

解
説

し
、
解

説
板

の
内

容
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す
る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
迷

い
や

す
い
場

所
や

危
険

個
所

に
は

ピ
ン
ク
テ
ー

プ
が

設
置

さ
れ

て
い
る
が

、
こ
れ

ら
の

場
所

以
外

に
、
テ
ー

プ
や

印
が

つ
け
ら
れ

て
い
る
場

合
に
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

通
過

で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

7
 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
往

復
 

1
泊

 
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
永

田
歩

道
入

口
 

1
泊

 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
（
往

復
）
、

1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

永
田

歩
道

入
口

、
1
泊

鹿
之

沢
小

屋
宿

泊
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 

・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

少
な
く
、
道

迷
い
し
や

す
い
箇

所
に

は
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
が

設
置

し
て
あ

る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
未

舗
装

路
・
悪

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
可

能
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

桟
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
が

わ
ず

か
で
あ

り
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
が

保
持

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る

こ
と
に
鑑

み
、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

桟
道

等
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

桟
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
が

わ
ず

か
で
あ

り
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
が

保
持

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る

こ
と
に
鑑

み
、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

桟
道

等
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
継

続
で
き
る
工

法

を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
永

田
歩

道
入

口
～

鹿
之

沢
避

難
小

屋
ま
で
の

区
間

で
増

水
時

に
渡

渉
困

難
と
な
る
箇

所
は

あ
る
が

、
降

雨
量

等
か

ら
渡

渉
の

可
否

を
判

断
す

る
こ
と
を
基

本
と
し
、
対

応
は

し
な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

ト
イ
レ
は

な
く
、
距

離
は

離
れ

て
い
る
が

区
間

終
点

側
に
は

区
間

４
－

２
の

鹿
之

沢
避

難
小

屋
付

帯
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
と
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
屋

久
島

町
）
が

あ
る
。
今

後
も
ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と

す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

宿
泊

施
設

、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
宿

泊
は

、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

4-
1,

4-
2.
永
田
線

（
入
口
～
岳
の
辻
～
鹿
之
沢
小
屋
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

4
-
1
 

永
田

線
 

（
永

田
歩

道
入

口
～

竹
の

辻
）
 

歩
道

：
登

山
口

側
は

未
執

行
、
竹

の
辻

側
は

鹿
児

島
県

 
入

口
標

識
：
環

境
省

 

入
口

標
識

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
永

田
歩

道
入

口
標

識
（
環

境
省

）
に

掲
示

済
で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ
る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 
※

現
在

、
区

間
内

の
鉄

製
の

道
標

（
設

置
者

不
明

）
の

多
く
が

破
損

や
老

朽
化

し
て
お

り
、
道

迷
い

の
要

因
に

な
る
と
思

わ
れ

る
。

老
朽

化
し
た
道

標
に
つ

い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意

喚
起

を
行

う
。

 
※

入
口

標
識

に
は

規
制

・
危

険
箇

所
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に
は

、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
各

箇
所

に
は

設
置

し

な
い

。
 

※
永

田
歩

道
入

口
標

識
（
環

境
省

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

※
現

在
、
道

迷
い
の

発
生

リ
ス
ク
が

高
く
、
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
な

っ
て
い
る
。
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
場

所
で
あ

る
た
め

、
余

剰
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に

危
険

な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

倒
木

迂
回

に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

7
 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
往

復
 

1
泊

 
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
永

田
歩

道
入

口
 

1
泊

 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
（
往

復
）
、

1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

永
田

歩
道

入
口

、
1
泊

鹿
之

沢
小

屋
宿

泊
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 

・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

少
な
く
、
道

迷
い
し
や

す
い
箇

所
に

は
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
が

設
置

し
て
あ

る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

桟
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
が

わ
ず

か
で
あ

り
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
が

保
持

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る

こ
と
に
鑑

み
、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

桟
道

等
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

桟
道

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
が

わ
ず

か
で
あ

り
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
が

保
持

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る

こ
と
に
鑑

み
、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

桟
道

等
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
継

続
で
き
る
工

法

を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
箇

所
永

田
歩

道
入

口
～

鹿
之

沢
避

難
小

屋
ま
で
の

区
間

で
増

水
時

に
渡

渉
困

難
と
な
る
箇

所
は

あ
る
が

、
降

雨
量

等
か

ら
渡

渉
の

可
否

を
判

断
す

る
こ
と
を
基

本
と
し
、
対

応
は

し
な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

鹿
之

沢
小

屋
に

は
汲

み
取

り
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
の

ほ
か

に
、
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
促

進
す

る
と
と
も
に

山
岳

部
の

し
尿

搬
出

量
の

削
減

を
図

る
と
い
っ
た
理

由
か

ら
、
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
屋

久
島

町
）
が

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う

適
切

に
管

理
す

る
。

 
※

汲
み

取
り
式

ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
、
昭

和
3
7
年

）
は

、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
補

修
を
行

う
が

、
将

来
的

な
環

境
改

善
に

向
け
て
議

論
を
深

め
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

現
在

仮
設

テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
あ

る
が

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
木

造
ブ
ー

ス
へ

の
変

更
や

位
置

の
見

直
し
等

を
検

討
す

る
。

 

※
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
汲

取
り
式

ト
イ
レ
は

平
成

2
0
年

度
か

ら
人

肩
に
よ
る
し
尿

搬
出

が
実

施
さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、
搬

出
に

は
継

続
的

に
コ
ス
ト
が

か
か

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
宿

泊
施

設
、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

4-
1,

4-
2.
永
田
線

（
入
口
～
岳
の
辻
～
鹿
之
沢
小
屋
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

4
-
2
 

永
田

線
 

（
竹

の
辻

～
鹿

之
沢

小
屋

）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
 

鹿
之

沢
避

難
小

屋
、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

付
帯

汲
取

ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

鹿
之

沢
避

難
小

屋
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

町
 

（
テ
ン
ト
）
 

区
間

図
 

位
置

図
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※
宿

泊
は

、
鹿

之
沢

小
屋

利
用

を
想

定
す

る
。

 

9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
永

田
歩

道
入

口
や

花
山

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 

※
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 
※

鹿
之

沢
小

屋
内

に
も
、
小

屋
か

ら
目

的
地

ま
で
の

案
内

版
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ
る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

※
現

在
、
区

間
内

に
鉄

製
の

道
標

（
設

置
者

不
明

）
の

多
く
が

破
損

や
老

朽
化

し
て
お

り
、
道

迷
い

の
要

因
に

な
る
と
思

わ
れ

る
。
老

朽
化

し
た
道

標
に
つ

い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 

区
間

内
で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

に
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
永

田
歩

道
入

口
や

花
山

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な

ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
の

特
に

危
険

な
箇

所
に

つ
い

て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
山

口
や

永
田

歩
道

山
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
登

山
道

は
明

瞭
で
は

あ
る
が

、
天

候
に

よ
っ
て
道

迷
い
が

発
生

す
る
こ
と
も
あ

り
、
道

迷
い
の

発
生

リ
ス
ク
は

中
程

度
で
あ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
悪

天
候

時
に
は

登
山

者
自

身
の

行
程

変
更

の
判

断
が

必
要

と
さ
れ

る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

倒
木

迂
回

に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

7
 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
往

復
 

1
泊

 
8
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
花

山
歩

道
入

口
 

1
泊

 
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
永

田
歩

道
入

口
 

1
泊

 

永
田

歩
道

入
口

～
永

田
岳

（
往

復
）
、

1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

花
山

歩
道

入
口

、
1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

永
田

歩
道

入
口

、
1
泊

鹿
之

沢
小

屋
宿

泊
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

救
急

セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

は
少

な
く
、
道

迷
い
し
や

す
い
箇

所
に

は
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
が

設
置

し
て
あ

る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行

わ
ず

、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
橋

梁
・
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

の
整

備
、

浸
食

防
止

対
策

整
備

・
植

生
保

護
の

た
め

の
木

製
橋

の
設

置
（
令

和
元

年
度

）
が

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

の
階

段
・
橋

梁
・
梯

子
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
、

洗
掘

防
止

工
程

度
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 
※

令
和

元
年

度
に

は
、
焼

野
三

叉
路

～
永

田
岳

～
鹿

之
沢

避
難

小
屋

の
区

間
で
、
浸

食
防

止
対

策
整

備
工

事
を
実

施
し
た
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
橋

梁
・
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

の
整

備
、

浸
食

防
止

対
策

整
備

が
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

の
階

段
・
橋

梁
・
梯

子
、
登

攀
用

ロ
ー
プ
、
洗

掘
防

止
工

程
度

の
設

置
に

と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然

を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 

対
策

を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
ロ
ー

プ
場

が
設

置
さ
れ

て
い
る
。
再

整
備

の
際

に
は

、
安

全
を
保

持
し
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
整

備
・
管

理
と
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

鹿
之

沢
小

屋
に

は
汲

み
取

り
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
に
ほ

か
に

、
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
促

進
す

る
と
と
も
に

山
岳

部
の

し
尿

搬
出

量
の

削
減

を
図

る
と
い
っ
た
理

由
か

ら
、
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
屋

久
島

町
）
が

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う

適
切

に
管

理
す

る
。

 
※

汲
み

取
り
式

ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
、
昭

和
3
7
年

）
は

、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
補

修
を
行

う
が

、
将

来
的

な
環

境
改

善
に

向
け
て
議

論
を
深

め
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

現
在

仮
設

テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
あ

る
が

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
木

造
ブ
ー

ス
へ

の
変

更
や

位
置

の
見

直
し
等

を
検

討
す

る
。

 

※
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
汲

取
り
式

ト
イ
レ
は

平
成

2
0
年

度
か

ら
人

肩
に
よ
る
し
尿

搬
出

が
実

施
さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、
搬

出
に

は
継

続
的

に
コ
ス
ト
が

か
か

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

4-
3,

4-
4.
永
田
線

（
鹿
之
沢
小
屋
～
焼
野
三
叉
路
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

4
-
3
 

永
田

線
 

（
鹿

之
沢

小
屋

～
永

田
岳

）
 

歩
道

：
環

境
省

 
鹿

之
沢

避
難

小
屋

、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

付
帯

汲
取

ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

鹿
之

沢
避

難
小

屋
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

町
 

（
テ
ン
ト
）
 

区
間

図
 

位
置

図
 

―22―



宿
泊

施
設

 

宿
泊

施
設

、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
当

該
区

間
の

起
点

に
は

鹿
之

沢
避

難
小

屋
が

、
既

に
整

備
さ
れ

て
お

り
、
現

状
以

上
に

避
難

小
屋

は
設

置
せ

ず
、
必

要
に

応
じ

て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
入

口
や

永
田

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 

※
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ

ら
は

作
業

部
会

等
に

お
け
る
議

論
の

結
果

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。

 
※

鹿
之

沢
避

難
小

屋
内

に
も
、
小

屋
か

ら
目

的
地

ま
で
の

案
内

版
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ
る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意

喚
起

を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

に
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
入

口
や

永
田

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
の

特
に

危
険

な
箇

所
に

つ
い

て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
山

口
や

永
田

歩
道

山
口

、
淀

川
登

山
口

な

ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
登

山
道

は
明

瞭
で
は

あ
る
が

、
天

候
に

よ
っ
て
道

迷
い
が

発
生

す
る
こ
と
も
あ

り
、
道

迷
い
の

発
生

リ
ス
ク
は

中
程

度
で
あ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
悪

天
候

時
に
は

登
山

者
自

身
の

行

程
変

更
の

判
断

が
必

要
と
さ
れ

る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に

危
険

な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

7
 
永

田
歩

道
入

口
～

永
田

岳
往

復
 

1
泊

 
8
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
花

山
歩

道
入

口
 

1
泊

 
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
永

田
歩

道
入

口
 

1
泊

 

永
田

歩
道

入
口

～
永

田
岳

（
往

復
）
、

1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

花
山

歩
道

入
口

、
1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

永
田

歩
道

入
口

、
1
泊

鹿
之

沢
小

屋
宿

泊
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

救
急

セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

少
な
く
、
道

迷
い
し
や

す
い
箇

所
に

は
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
が

設
置

し
て
あ

る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行

わ
ず

、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
橋

梁
・
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

の
整

備
、

浸
食

防
止

対
策

整
備

が
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

の
階

段
・
橋

梁
・
梯

子
、
登

攀
用

ロ
ー
プ
、
洗

掘
防

止
工

程
度

の
設

置
に

と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
橋

梁
・
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

の
整

備
、

浸
食

防
止

対
策

整
備

が
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

の
階

段
・
橋

梁
・
梯

子
、
登

攀
用

ロ
ー
プ
、
洗

掘
防

止
工

程
度

の
設

置
に

と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 
※

現
在

、
ロ
ー

プ
場

が
設

置
さ
れ

て
い
る
。
再

整
備

の
際

に
は

、
安

全
を
保

持
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

※
当

該
区

間
に

は
ト
イ
レ
は

な
く
、
距

離
は

離
れ

て
い
る
が

区
間

終
点

側
に
は

区
間

８
－

４
①

の
翁

岳
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
と
区

間
８
－

３
の

新
高

塚
避

難
小

屋
付

帯
ト
イ
レ
が

あ
る
。
今

後
も
ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
宿

泊
施

設
、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
宿

泊
は

、
淀

川
避

難
小

屋
も
し
く
は

鹿
之

沢
避

難
小

屋
利

用
を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

4-
3,

4-
4.
永
田
線

（
鹿
之
沢
小
屋
～
焼
野
三
叉
路
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

4
-
4
 

永
田

線
 

（
永

田
岳

～
焼

野
三

叉
路

）
 

歩
道

：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
入

口
や

永
田

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
焼

野
三

叉
路

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ
る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
入

口
や

永
田

歩
道

入
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
の

特
に

危
険

な
箇

所
に

つ
い

て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
花

山
歩

道
山

口
や

永
田

歩
道

山
口

、
淀

川
登

山
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

※
現

在
、
登

山
道

は
明

瞭
で
は

あ
る
が

、
天

候
に

よ
っ
て
道

迷
い
が

発
生

す
る
こ
と
も
あ

り
、
道

迷
い
の

発
生

リ
ス
ク
は

中
程

度
で
あ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
悪

天
候

時
に
は

登
山

者
自

身
の

行
程

変
更

の
判

断
が

必
要

と
さ
れ

る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

8
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
花

山
歩

道
入

口
 

1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

宮
之

浦
岳

⇒
永

田
岳

⇒
鹿

之
沢

小
屋

⇒
花

山
歩

道
入

口
、

1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ

れ
る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

※
道

標
少

な
く
、
道

迷
い
し
や

す
い
箇

所
に

は
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
が

設
置

し
て
あ

る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
未

舗
装

路
・
悪

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
可

能
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

が
５
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

階
段

、
登

攀
用

ロ
ー

プ
程

度
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を

感
じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

が
５
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
既

存
の

木
製

の
階

段
・
橋

梁
・
梯

子
や

登
攀

用
ロ
ー

プ
程

度
の

設
置

に
と
ど
め

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
増

水
時

に
渡

渉
困

難
と
な
る
箇

所
は

あ
る
が

、
降

雨
量

等
か

ら
登

山
者

自
身

が
渡

渉
の

可
否

を
判

断
す

る
こ
と

を
基

本
と
し
、
対

応
は

し
な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

※
鹿

之
沢

小
屋

に
は

汲
み

取
り
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
の

ほ
か

に
、
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
促

進
す

る
と
と
も
に

山
岳

部
の

し
尿

搬
出

量
の

削
減

を
図

る
と
い
っ
た
理

由
か

ら
、
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
屋

久
島

町
）
が

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う

適
切

に
管

理
す

る
。

 

※
汲

み
取

り
式

ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
、
昭

和
3
7
年

）
は

、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
補

修
を
行

う
が

、
将

来
的

な
環

境
改

善
に

向
け
て
議

論
を
深

め
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

現
在

仮
設

テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
あ

る
が

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
木

造
ブ
ー

ス
へ

の
変

更
や

位
置

の
見

直
し
等

を
検

討
す

る
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
汲

取
り
式

ト
イ
レ
は

平
成

2
0
年

度
か

ら
人

肩
に
よ
る
し
尿

搬
出

が
実

施
さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、
搬

出
に

は
継

続
的

に
コ
ス
ト
が

か
か

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

宿
泊

施
設

、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
当

該
区

間
の

終
点

に
は

鹿
之

沢
小

屋
が

、
既

に
整

備
さ
れ

て
お

り
、
現

状
以

上
に

避
難

小
屋

は
設

置
せ

ず
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

5.
花
山
線

（
入
口
～
鹿
之
沢
小
屋
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

5
 

花
山

線
 

（
花

山
歩

道
入

口
～

鹿
之

沢
小

屋
）
 

歩
道

：
未

執
行

 

花
山

歩
道

入
口

標
識

：
環

境
省

 
鹿

之
沢

避
難

小
屋

、
鹿

之
沢

避
難

小
屋

付
帯

汲
取

ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

鹿
之

沢
避

難
小

屋
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

町
 

（
テ
ン
ト
）
 

区
間

図
 

入
口

標
識

 

位
置

図
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 9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
花

山
歩

道
入

口
標

識
（
環

境
省

）
に

掲
示

済
で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら

可
能

な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 
※

標
識

を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

※
鹿

之
沢

避
難

小
屋

内
に

も
、
小

屋
か

ら
目

的
地

ま
で
の

案
内

版
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
鹿

之
沢

小
屋

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ
る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

※
現

在
、
区

間
内

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
道

標
（
設

置
者

不
明

）
の

多
く
が

破
損

や
老

朽
化

し
て
お

り
、
道

迷
い
の

要
因

に
な
る
と
思

わ
れ

る
。
老

朽
化

し
た
道

標
に

つ
い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に
は

、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
各

箇
所

に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
花

山
歩

道
入

口
標

識
（
環

境
省

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
道

迷
い
の

発
生

リ
ス
ク
が

高
く
、
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
な

っ
て
い
る
。
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
場

所
で
あ

る
た
め

、
余

剰
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

1
8
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

大
和

杉
往

復
 
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

花
之

江
河

登
山

道
入

口
⇒

大
和

杉
（
往

復
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー
ス
経

由
）
、
日

帰
り

 

5
 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 

出
口

 
1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

黒
味

岳
⇒

花
之

江
河

⇒
花

之
江

河
登

山
道

⇒
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

入
門

者
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

（
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
・
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 

（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
道

迷
い

の
発

生
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

※
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
が

２
か

所
整

備
さ
れ

て
お
り
健

全
で
あ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
木

製
階

段
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
が

２
か

所
整

備
さ
れ

て
お
り
健

全
で
あ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
木

製
階

段
程

度
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

ト
イ
レ
は

な
く
、
区

間
起

点
側

に
区

間
６
－

２
の

石
塚

避
難

小
屋

付
帯

ト
イ
レ
、
も
し
く
は

区
間

終
点

側
の

ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
駐

車
場

付
帯

ト
イ
レ
が

あ
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑

み
、
こ
の

区
間

に
設

置
す

る
こ
と
は

し
な
い
。
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
の

回
収

箱
の

利
用

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 
避

難
小

屋
や

そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

現
在

、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
、
今

後
も
設

置
は

し
な
い

こ
と
と
す
る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 
※

た
だ
し
、
行

程
に
よ
っ
て
１
泊

す
る
場

合
に

は
、
淀

川
避

難
小

屋
も
し
く
は

石
塚

小
屋

利
用

を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理6.
花

之
江

河
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
線

（
登

山
道

入
口

～
花

之
江
河

）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

6
-
1
 

花
之

江
河

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
線

 
（
登

山
道

入
口

～
大

和
杉

）
 

歩
道

：
未

執
行

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
必

要
に

応
じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
登

山
道

入
り
口

の
分

岐
、
大

和
杉

の
分

岐
に

は
道

標
が

設
置

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
で
の

解
説

板
の

設
置

は
必

要
な
箇

所
と
す

る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
ル

ー
ト
上

に
は

目
印

（
テ
ー

プ
等

）
が

高
頻

度
で
設

置
さ
れ

て
い

る
。
余

剰
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 
出

口
 

1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

黒
味

岳
⇒

花
之

江
河

⇒
花

之
江

河
登

山
道

⇒
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 

・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト
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想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
迷

い
の

リ
ス
ク
は

や
や

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
―
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環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
箇

所
に

丸
太

編
柵

工
、
木

製
階

段
、
鉄

製
梯

子
が

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
多

く
の

木
製

構
造

物
は

倒
壊

し
て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
今

後
は

極
力

人
工

物
の

設
置

は
せ

ず
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。
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施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
箇

所
に

丸
太

編
柵

工
、
木

製
階

段
、
鉄

製
梯

子
が

設
置

さ
れ

て
い
る
が

、
、
多

く
の

木
製

構
造

物
は

倒
壊

し
て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
今

後
は

極
力

人
工

物
の

設
置

は
し
な
い
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
倒

壊
し
て
い

る
構

造
物

の
撤

去
も
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

の
ビ
ャ
ク
シ
ン
沢

は
、
岩

盤
上

が
コ
ケ
に

よ
り
滑

り
や

す
く
な
っ
て
お

り
、
増

水
時

は
通

行
不

可
に

な
る
。

降
雨

量
等

か
ら
登

山
者

自
身

が
渡

渉
の

可
否

を
判

断
す

る
こ
と
を
基

本
と
し
、
対

応
は

し
な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

石
塚

小
屋

に
は

汲
み

取
り
ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
の

ほ
か

に
、
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
促

進
す

る
と
と
も
に

山
岳

部
の

し
尿

搬
出

量
の

削
減

を
図

る
と
い

っ
た
理

由
か

ら
、
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
屋

久
島

町
）
が

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

石
塚

小
屋

汲
み

取
り
式

ト
イ
レ
（
鹿

児
島

県
）
は

、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
補

修
を
行

う
が

、
将

来
的

な
環

境
改

善
に
向

け
て
議

論
を
深

め
る
。

 

※
石

塚
小

屋
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

現
在

仮
設

テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
あ

る
が

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
木

造
ブ
ー

ス
へ

の
変

更
や

位
置

の
見

直
し
等

を
検

討
す

る
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

当
該

区
間

の
終

点
に
は

、
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

宿
泊

施
設

、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
当

該
区

間
に

は
石

塚
避

難
小

屋
が

、
既

に
整

備
さ
れ

て
お
り
、
現

状
以

上
に

避
難

小
屋

は
設

置
せ

ず
、
必

要
に
応

じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

 
 

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

6
-
2
 

花
之

江
河

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
線

 
（
大

和
杉

～
花

之
江

河
）
 

歩
道

：
未

執
行

（
大

和
杉

～
ビ
ャ
ク
シ
ン
沢

）
、
鹿

児
島

県
（
ビ
ャ
ク
シ
ン
沢

～
花

之
江

河
）
 

石
塚

避
難

小
屋

、
付

帯
ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

石
塚

避
難

小
屋

携
帯

ト
イ
レ
仮

設
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

町
 

花
之

江
河

携
帯

ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 

（
テ
ン
ト
）
 

区
間

図
 

（
木

造
）
 

位
置

図
 

―30―



9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ

ら

は
作

業
部

会
等

に
お
け
る
議

論
の

結
果

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。

 
※

石
塚

避
難

小
屋

内
に

も
、
小

屋
か

ら
目

的
地

ま
で
の

案
内

版
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
大

和
杉

の
分

岐
、
花

之
江

河
の

分
岐

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ

て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 
※

現
在

、
区

間
内

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
道

標
（
設

置
者

不
明

）
の

多
く
が

破
損

や
落

下
し
て
お

り
、
道

迷
い
の

要
因

に
な
る
と
思

わ

れ
る
。
老

朽
化

し
た
道

標
に
つ

い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 

区
間

内
で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

に
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

し
、

当
該

区
間

の
特

に
危

険
な
箇

所
に
つ

い
て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
で
解

説
し
、

当
該

区
間

の
各

箇
所

で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
登

山
者

が
少

な
い

区
間

で
も
あ
る
の

で
道

迷
の

リ
ス
ク
は

や
や

高
く
、
区

間
途

中
に
は

目
印

（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
が

設
置

さ

れ
れ

い
る
。
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
場

所
で
あ

る
た
め

、
余

剰
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

1
 

1
3
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

3
0
分

・
5
0
分

コ
ー
ス

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

3
0
分

コ
ー

ス
・
5
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

2
 

1
4
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
 

1
5
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
 

1
6
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

3
 

1
7
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

太
忠

岳
往

復
 
日

帰
り

 

1
8
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

大
和

杉
往

復
 
日

帰
り

 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

太
忠

岳
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

花
之

江
河

登
山

道
入

口
⇒

大
和

杉
（
往

復
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー
ス
経

由
）
、
日

帰
り

 

5
 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 

出
口

 
1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

黒
味

岳
⇒

花
之

江
河

⇒
花

之
江

河
登

山
道

⇒
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
1
，

2
，

3
，

5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

１
以

上
 

・
バ

ス
や

レ
ン
タ
カ
ー

等
で
容

易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

 
・
行

程
は

日
帰

り
（
半

日
未

満
）
の

一
般

観
光

客
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
木

道
や

階
段

が
整

備
さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
安

全
性

・
快

適
性

に
配

慮
さ
れ

た
探

勝
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
と
ふ

れ

あ
え
る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
一

般
観

光
客

（
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

、
登

山
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
当

該
区

間
の

み
半

日
未

満
）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

歩
行

に
適

し
た
靴

（
サ

ン
ダ
ル

・
ハ

イ
ヒ
ー

ル
等

不
可

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

雨
除

け
対

策
 

（
登

山
用

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
）
 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
最

優
先

と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
最

優
先

と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

荒
天

時
に
も
安

全
に
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

常
に

人
に

出
会

い
、
時

に
渋

滞
が

起
き
る
。
数

十
名

の
団

体
利

用
も
想

定
さ
れ

る
。

 

ア
ク
セ
ス

 
バ

ス
・
レ
ン
タ
カ
ー

等
で
容

易
に

到
着

で
き
る
。

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
頻

繁
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
最

優
先

し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

人
工

音
（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

ぬ
か

る
ん

で
い

る
場

所
、
木

の
根

や
石

で
滑

り
や

す
い

場
所

、
傾

斜
が

あ
る
場

所
等

に
は

、
歩

き
や

す
い
よ
う
木

道
・
階

段
等

を
設

置
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
最

優
先

し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

渡
渉

し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
橋

等
を
設

置
す

る
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

階
段

等
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。
距

離
・
入

込
者

数
等

の
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

に
も
適

宜
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
。
（
処

理
の

方
法

は
状

況
に
よ
る
）
 

※
当

該
区

間
の

起
点

側
に
は

、
休

憩
棟

内
に

ト
イ
レ
（
屋

久
島

町
）
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
の

回
収

箱
の

利
用

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

雨
除

け
可

能
な
東

屋
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 
ベ
ン
チ
を
一

定
間

隔
で
設

置
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
当

該
区

間
は

半
日

程
度

の
工

程
及

び
、
体

力
を
要

す
る
区

間
は

含
ま
れ

な
い
た
め

、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

7-
1.
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
・5

0分
コ
ー
ス

（
入

口
～

仏
陀

杉
～

出
口
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

1
 

7
-
1
①

 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

3
0
分

・
5
0
分

コ

ー
ス
（
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
～

仏
陀

杉
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
・
林

野
庁

 

入
口

管
理

棟
、
入

口
標

識
：
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

 
休

憩
棟

（
森

泉
）
、
簡

易
水

洗
式

ト
イ
レ
：
屋

久
島

町
 

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
回

収
箱

：
環

境
省

 

区
間

図
 

入
口

標
識

 

携
帯

ト
イ

レ
回

収
箱

 

入
口

管
理

棟
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
標

識
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
に

掲
示

済
で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

一
定

区
間

ご
と
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
案

内
図

（
屋

久
島

レ
ク
森

協
議

会
）
に
あ

る
①

～
⑰

の
主

要
点

・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 

全
て
の

規
制

・
危

険
箇

所
に

設
置

。
 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
、
降

雨
時

に
は

木
製

歩
道

等
が

す
べ

り
や

す
い

こ
と
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に

は
、
全

て
の

規
制

・
危

険
な
箇

所
に

設
置

を
行

う
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
標

識
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 
・
不

明
瞭

な
箇

所
に
お
い
て
は

、
柵

、
ロ
ー

プ
、
木

道
等

に
よ
り
歩

行
可

能
な
場

所
が

明
瞭

な
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
定

期
的

に
危

険
木

の
有

無
を
確

認
す

る
。

 
基

本
的

に
伐

採
又

は
枝

落
と
し
等

の
処

理
を
行

い
、
当

該
処

理
が

で
き
な
い

場
合

に
は

簡
易

看
板

等
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
す
る
。

 
ル

ー
ト
上

に
倒

木
等

が
無

い
状

態
を
保

つ
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

必
要

に
応

じ
て
定

期
的

に
刈

り
払

い
を
行

い
、
草

木
が

通
行

の
妨

げ
と
な
ら
ず

、
快

適
に
歩

行
で
き
る
状

態
を
保

つ
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
日

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

2
 

1
4
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
 

1
5
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
 

1
6
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

3
 

1
7
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

太
忠

岳
往

復
 
日

帰
り

 
1
8
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

大
和

杉
往

復
 
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

太
忠

岳
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

花
之

江
河

登
山

道
入

口
⇒

大
和

杉
（
往

復
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー
ス
経

由
）
、
日

帰
り

 

5
 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 
出

口
 

1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

黒
味

岳
⇒

花
之

江
河

⇒
花

之
江

河
登

山
道

⇒
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
2
，

3
，

5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

２
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
半

日
～

一
日

）
の

登
山

入
門

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
木

道
や

階
段

が
適

所
に

設
置

さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
快

適
性

が
優

先
さ
れ

た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
を
楽

し
め

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

（
登

山
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
半

日
～

一
日

）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

雨
除

け
対

策
（
登

山
用

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
）
 

非
常

食
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
な
ど
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

よ
り
も
、
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の

保
持

に
配

慮
）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

必
要

に
応

じ
て
、
荒

天
時

に
も
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
適

所
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

人
工

音
（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
木

の
根

・
石

・
斜

面
な
ど
の

滑
り
や

す
い

場
所

に
は

、
必

要
に
応

じ
て
木

道
・
階

段
を
設

置
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

さ
れ

た
工

法
を
検

討
す
る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

・
渡

渉
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
必

要
に

応
じ
て
簡

易
な
橋

を
設

置
す
る
。

 

・
橋

を
設

置
し
な
い
場

合
、
渡

渉
点

が
増

水
し
た
際

は
管

理
者

の
判

断
で
利

用
を
制

限
す

る
こ
と
が

あ
る
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

階
段

や
は

し
ご
等

を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。
距

離
・
入

込
者

数
等

の
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

に
適

宜
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

ト
イ
レ
は

な
い
が

区
間

前
後

に
は

、
区

間
７
－

１
①

の
入

口
ト
イ
レ
（
屋

久
島

町
）
及

び
、
区

間
７
－

１
③

に
蛇

紋
杉

携
帯

ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
（
林

野
庁

）
が

あ
る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー
ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
の

回
収

箱
の

利
用

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
ベ
ン
チ
・
休

憩
ス
ペ
ー

ス
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 
必

要
に

応
じ
て
雨

除
け
可

能
な
東

屋
の

設
置

す
る
。

 
※

既
設

の
東

屋
は

利
用

上
支

障
の

な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

7-
1.
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
・1

50
分

コ
ー
ス

（
荒

川
橋

分
岐

～
仏

陀
杉
分

岐
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

2
 

7
-
1
②

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
 

（
荒

川
橋

～
つ

つ
じ
河

原
～

仏

陀
杉

）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
・
林

野
庁

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
一

定
区

間
ご
と
（
頻

度
は

中
程

度
）
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
の

主
要

点
・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
に

は
、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

設
置

を
行

う
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
で
解

説
す
る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 

・
不

明
瞭

で
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す

る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

ロ
ー

プ
等

に
よ
り
ル

ー
ト
が

判
別

で
き
る
状

態
と
す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
ル

ー
ト
は

明
瞭

で
あ
り
、
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す
る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

、
ロ
ー

プ
等

に
よ
り
誘

導
す

る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 

必
要

に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

た
だ
し
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

２
以

上
ラ
ン
ク
で
は

あ
る
が

、
年

間
利

用
者

数
６
万

人
程

度
で
あ

る
こ
と
を
鑑

み
、
定

期
的

に
危

険
木

の
有

無
を
確

認
し
、
基

本
的

に
伐

採
又

は
枝

落
と
し
等

の
処

理
を
行

い
、
当

該
処

理

が
で
き
な
い
場

合
に
は

簡
易

看
板

等
に

よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
す
る
。

 

ル
ー

ト
上

に
倒

木
等

が
無

い
状

態
を
保

つ
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

必
要

に
応

じ
て
定

期
的

に
刈

り
払

い
を
行

い
、
草

木
が

通
行

の
妨

げ
と
な
ら
な
い
状

態
を
保

つ
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
週

間
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

2
 

1
4
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
 

1
5
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
 

1
6
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
 

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

2
1
0
分

コ
ー

ス
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

3
 

1
7
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

太
忠

岳
往

復
 
日

帰
り

 
1
8
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

大
和

杉
往

復
 
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

太
忠

岳
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

花
之

江
河

登
山

道
入

口
⇒

大
和

杉
（
往

復
、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

8
0
分

コ
ー
ス
経

由
）
、
日

帰
り

 

5
 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 
出

口
 

1
泊

 
淀

川
口

⇒
花

之
江

河
⇒

黒
味

岳
⇒

花
之

江
河

⇒
花

之
江

河
登

山
道

⇒
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
2
，

3
，

5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

２
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

入
門

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

（
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 
（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
道

迷
い

の
発

生
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
橋

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
（
林

野
庁

）
は

、
蛇

紋
杉

の
下

に
設

置
さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に
管

理
す

る
。

 

※
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
の

回
収

箱
の

利
用

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 

避
難

小
屋

や
そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
蛇

紋
杉

、
苔

の
橋

、
つ

つ
じ
河

原
な
ど
休

憩
ス
ペ

ー
ス
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

7-
1.
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
・1

50
分

コ
ー
ス

（
荒

川
橋

分
岐

～
仏

陀
杉
分

岐
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

7
-
1
③

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

1
5
0
分

コ
ー

ス
 

（
荒

川
橋

分
岐

～
蛇

紋
杉

～
つ

つ
じ
河

原
）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
・
林

野
庁

 
蛇

紋
杉

木
造

ブ
ー

ス
ト
イ
レ
：
林

野
庁

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
主

要
点

・
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 

必
要

に
応

じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
で
解

説
す
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

1
7
 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
～

太
忠

岳
往

復
 
日

帰
り

 
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
⇒

太
忠

岳
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 

（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

救
急

セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

が
適

宜
設

置
さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

（
階

段
工

、
橋

梁
、
土

留
め

）
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
は

あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
浸

食
防

止

や
植

生
保

護
、
ロ
ー

プ
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

（
階

段
工

、
橋

梁
、
土

留
め

）
、
登

攀
用

ロ
ー

プ

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
始

点
に
は

、
蛇

紋
杉

に
木

造
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
林

野
庁

）
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切

に
管

理
す

る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
の

回
収

箱
の

利
用

を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 

避
難

小
屋

や
そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
蛇

紋
杉

に
休

憩
ス
ペ
ー

ス
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

7-
2.
太
忠
岳
線

（
蛇
紋
杉
～
太
忠
岳
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

7
-
2
 

太
忠

岳
線

 
（
蛇

紋
杉

～
太

忠
岳

）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
・
林

野
庁

 
蛇

紋
杉

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
木

造
：
林

野
庁

 

区
間

図
 

（
木

造
）
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
必

要
に

応
じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
蛇

紋
杉

に
は

太
忠

岳
へ

の
分

岐
の

道
標

（
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
案

内
図

⑰
）
、
石

塚
山

と
太

忠
岳

の
分

岐
の

道
標

は
設

置
済

で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
な
ど
に

明
記

す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
ヤ

ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
入

口
標

識
（
屋

久
島

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の

森
保

護
管

理
協

議
会

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

1
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

往
復

 
日

帰
り

 
荒

川
口

⇒
大

株
歩

道
入

口
⇒

縄
文

杉
（
往

復
）
、
日

帰
り

 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 

5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
。

 

・
行

程
は

日
帰

り
（
半

日
～

一
日

）
の

登
山

入
門

向
け

ル
ー

ト
。

 
・
木

道
や

階
段

が
適

所
に

設
置

さ
れ

、
川

に
は

橋
が

あ
る
な
ど
、
快

適
性

が
優

先
さ
れ

た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル

ー
ト
で
、
屋

久
島

の
自

然
を
楽

し
め

る
。

 

※
た
だ
し
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

（
当

該
区

間
の

み
ハ

イ
カ
ー

・
登

山
入

門
者

も
想

定
）
 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

※
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

よ
り
も
、
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の

保
持

に
配

慮
）
 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

必
要

に
応

じ
て
、
荒

天
時

に
も
避

難
・
待

機
す

る
こ
と
が

可
能

な
整

備
・
管

理
を
行

う
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。
（
普

通
の

平
日

を
想

定
）
 

ア
ク
セ
ス

 
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

等
で
容

易
に

到
着

で
き
る
。

 

※
マ
イ
カ
ー

規
制

さ
れ

、
登

山
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー

等
で
の

み
到

達
で
き
る
。
（
冬

期
間

1
2
～

2
月

を
除

く
）
 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

、
人

工
的

な
構

造
物

が
適

所
に

設
置

さ
れ

て
い
る
環

境
 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
や

歴
史

的
な
雰

囲
気

が
保

持
さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 

音
 

人
工

音
（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
す
る
が

、
木

の
根

・
石

・
斜

面
な
ど
の

滑
り
や

す
い

場
所

に
は

、
必

要
に
応

じ
て
木

道
・
階

段
を
設

置
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
安

全
性

・
快

適
性

を
優

先
し
つ

つ
も
自

然
や

歴
史

的
な
雰

囲
気

が
保

持
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す
る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

・
渡

渉
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に

、
必

要
に

応
じ
て
簡

易
な
橋

を
設

置
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
当

該
区

間
は

悪
天

候
時

や
増

水
時

に
管

理
者

の
判

断
で
利

用
を
制

限
す

る
こ
と
は

な
い

の
で
、
行

程
変

更
の

判
断

な
ど
、
登

山
者

自
ら
一

定
の

リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

出
入

口
に
男

女
別

の
ト
イ
レ
を
設

置
す

る
。
距

離
・
入

込
者

数
等

の
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

に
適

宜
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。

 

※
入

込
者

数
の

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
前

提
と
し
た
上

で
、
山

岳
部

の
し
尿

量
を
減

ら
す

こ
と
を
基

本
と
し
て
、
縄

文
杉

ル
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
既

存
ト
イ
レ
が

要
所

に
整

備
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ

ら
の

ト
イ
レ
の

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

、
万

が
一

の
場

合
に

備
え
、

補
完

的
に

携
帯

ト
イ
レ
の

利
用

を
進

め
る
、
既

存
ト
イ
レ
が

故
障

す
る
な
ど
何

ら
か

の
事

情
で
使

用
で
き
な
い

と
き
は

、
積

極
的

に
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
推

進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
（
平

成
2
2
年

度
屋

久
島

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

決
定

）
 

※
ト
イ
レ
は

、
荒

川
登

山
口

（
鹿

児
島

県
）
、
小

杉
谷

山
荘

跡
地

（
屋

久
島

町
）
、
大

株
歩

道
入

口
（
鹿

児
島

県
）
に
整

備
さ
れ

て
お

り
、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

、
小

杉
谷

（
山

岳
部

保
全

利
用

協
議

会
）
に

仮
設

ブ
ー

ス
が

設
置

さ
れ

て
い
る
。
必

要
に
応

じ
て
適

宜
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

を
検

討
す

る
。

 

※
使

用
済

携
帯

ト
イ
レ
は

、
荒

川
登

山
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
ベ
ン
チ
・
休

憩
ス
ペ
ー

ス
を
適

所
に

設
置

す
る
。

 
必

要
に

応
じ
て
雨

除
け
可

能
な
東

屋
の

設
置

す
る
。

 

※
既

設
の

東
屋

は
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

宿
泊

施
設

 
当

該
区

間
内

で
の

宿
泊

の
想

定
な
し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
1.
縄

文
杉

線

（
荒

川
登

山
口

～
大

株
歩
道

入
口
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

2
 

8
-
1
 

荒
川

登
山

口
～

大
株

歩
道

入
口

 

歩
道

：
鹿

児
島

県
 

荒
川

登
山

口
休

憩
所

、
荒

川
登

山
口

休
憩

所
付

帯
ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

荒
川

登
山

口
入

口
標

識
、
荒

川
登

山
口

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
回

収
箱

：
環

境
省

 
小

杉
谷

小
中

学
校

跡
地

携
帯

ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
：
屋

久
島

山
岳

部
保

全
利

用
協

議
会

 
小

杉
谷

山
荘

跡
ト
イ
レ
：
屋

久
島

町
、
屋

久
島

観
光

協
会

 

大
株

歩
道

入
口

ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

入
口

標
識

 

携
帯

ト
イ

レ
回

収
箱

 

区
間

図
 

（
テ
ン
ト
）
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
入

口
標

識
（
環

境
省

）
に

掲
示

済
で
あ
り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

一
定

区
間

ご
と
（
頻

度
は

中
程

度
）
に
設

置
 

※
た
だ
し
、
分

岐
点

に
は

道
標

が
設

置
設

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 

必
要

に
応

じ
て
規

制
・
危

険
な
箇

所
に

設
置

。
 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 
優

れ
た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
箇

所
に
解

説
板

を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
状

態
と
す

る
。

 
・
不

明
瞭

で
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す

る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

ロ
ー

プ
等

に
よ
り
ル

ー
ト
が

判
別

で
き
る
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
倒

木
が

あ
っ
た
場

合
、
速

や
か

に
処

理
す
る
。

 

ル
ー

ト
上

に
倒

木
等

が
無

い
状

態
を
保

つ
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
を
保

つ
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
週

間
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。

 

 

―41―



登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

1
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

往
復

 
日

帰
り

 
荒

川
口

⇒
大

株
歩

道
入

口
⇒

縄
文

杉
（
往

復
）
、
日

帰
り

 

4
 

2
 
荒

川
口

～
縄

文
杉

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 

5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

4
 
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
・
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

時
々

（
1
時

間
に

数
回

程
度

）
人

に
出

会
う
。
（
普

通
の

平
日

を
想

定
）
 

ア
ク
セ
ス

 
－

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
て
、
木

道
や

木
製

階
段

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を

通
過

す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
自

然
の

雰
囲

気
、
歴

史
的

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
環

境
と
な
る
よ
う
検

討
す

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
て
、
木

道
や

木
製

階
段

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を

通
過

す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
自

然
の

雰
囲

気
、
歴

史
的

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 

※
入

込
者

数
の

コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
前

提
と
し
た
上

で
、
山

岳
部

の
し
尿

量
を
減

ら
す

こ
と
を
基

本
と
し
て
、
縄

文
杉

ル
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
既

存
ト
イ
レ
が

要
所

に
整

備
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ

ら
の

ト
イ
レ
の

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

、
万

が
一

の
場

合
に

備
え
、

補
完

的
に

携
帯

ト
イ
レ
の

利
用

を
進

め
る
、
既

存
ト
イ
レ
が

故
障

す
る
な
ど
何

ら
か

の
事

情
で
使

用
で
き
な
い

と
き
は

、
積

極
的

に
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
推

進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
（
平

成
2
2
年

度
屋

久
島

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

決
定

）
 

※
区

間
内

に
既

存
ト
イ
レ
は

大
株

歩
道

入
口

（
鹿

児
島

県
）
、
高

塚
避

難
小

屋
（
屋

久
島

町
）
に
あ

る
。
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

※
携

帯
ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
環

境
省

、
屋

久
島

山
岳

部
保

全
利

用
協

議
会

）
は

、
翁

杉
・
大

王
杉

の
上

下
・
高

塚
避

難
小

屋
に

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
な
お

、
翁

杉
・
大

王
杉

下
・
高

塚
避

難
小

屋
に

設
置

さ
れ

た
も
の

は
現

在
仮

設
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
で
あ

る
が

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
位

置
の

見
直

し
や

木
造

ブ
ー
ス
へ

の
変

更
等

を
検

討

す
る
。

 
※

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
は

、
荒

川
登

山
口

や
淀

川
登

山
口

の
回

収
箱

の
利

用
を
想

定
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ

ず
、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 
【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
汲

取
り
式

ト
イ
レ
は

平
成

2
0
年

度
か

ら
人

肩
に
よ
る
し
尿

搬
出

が
実

施
さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、

搬
出

・
処

理
に
は

継
続

的
に

コ
ス
ト
が

か
か

っ
て
い

る
 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易

さ

Ⅱ
.体

力
面

の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴

う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の

状
況

Ⅳ
.施

設
・
管

理

8-
2.
縄
文
杉
線

（
大
株
歩
道
入
口
～
高
塚
小
屋
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

8
-
2
 

大
株

歩
道

入
口

～
高

塚
小

屋
 

歩
道

、
縄

文
杉

休
憩

舎
、
高

塚
避

難
小

屋
（
付

帯
ト
イ
レ
）
、
大

株
歩

道
入

口
ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

縄
文

杉
デ

ッ
キ

：
環

境
省

、
植

生
保

護
デ

ッ
キ

：
林

野
庁

 

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
：
環

境
省

、
屋

久
島

山
岳

部
保

全
利

用
協

議
会

 

区
間

図
 

位
置

図
 

（
テ
ン
ト
）
 

（
木

造
）
 

（
テ
ン
ト
）
 

（
テ
ン
ト
）
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休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 

避
難

小
屋

や
そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
縄

文
杉

デ
ッ
キ

（
環

境
省

）
、
植

生
保

護
デ

ッ
キ
（
林

野
庁

）
、
縄

文
杉

東
屋

（
鹿

児
島

県
）
な
ど
休

憩
ス
ペ

ー
ス
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応

じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 

避
難

小
屋

、
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 
※

整
備

管
理

水
準

３
は

「
山

で
の

宿
泊

の
想

定
な
し
。
（
緊

急
的

に
ビ
バ

ー
ク
す

る
場

合
を
除

く
）
」
と
な
っ
て
い
る
が

、
ル

ー
ト
あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
検

討
の

に
お
い
て
、
縄

文
杉

を
訪

れ
る
場

合
、
日

帰
り
で
は

な
く
高

塚
避

難
小

屋
等

を
利

用
し
て
宿

泊
す

る
場

合
に

は
、
よ
り
深

い
利

用
体

験
を
得

る
こ
と
が

で
き
る
（
人

の
少

な
い

静
か

な
状

況
で
縄

文
杉

を
見

る
こ
と
が

で
き
る
、
な
ど
）
と
さ
れ

た
。

 

※
当

該
区

間
の

終
点

に
は

、
既

に
高

塚
避

難
小

屋
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
現

状
以

上
に
避

難
小

屋
は

設
置

せ
ず

、
必

要
に

応
じ
て

改
築

及
び

補
修

し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
荒

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
こ
れ

ら

は
作

業
部

会
等

に
お
け
る
議

論
の

結
果

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
及

び
必

要
に

応
じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
分

岐
点

（
大

株
歩

道
入

口
、
自

然
観

察
路

分
岐

ほ
か

）
に
は

設
置

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
、
必

要
に

応
じ

て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
標

識
を
新

設
す
る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
荒

川
登

山
口

な
ど
に

明
記

し
、
当

該
区

間
に

は
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
当

該
区

間
に

は
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い

が
、
荒

川
登

山
口

な
ど
で
必

要
最

低
限

解
説

す
る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
ル

ー
ト
は

明
瞭

で
あ
り
、
今

後
も
必

要
最

低
限

の
目

印
等

に
よ
り
ル

ー
ト
の

誘
導

等
を
行

う
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

状
況

に
応

じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
週

間
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
ま
た
は

一
泊

の
登

山
経

験
者

向
け

ル
ー

ト
。

 

・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

が
適

宜
設

置
さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行

わ
ず

、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
―

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
梯

子
・
桟

道
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
、
路

盤
保

護
工

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に

は
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
な
る
よ
う
検

討
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
梯

子
・
桟

道
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
、
路

盤
保

護
工

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に

は
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
な
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
（
渡

渉
の

可
否

に
つ

い
て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す

る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
渡

渉
点

は
無

く
、
対

応
を
必

要
と
す

る
箇

所
は

な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

区
間

内
に
必

要
最

低
限

の
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

入
込

者
数

の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
前

提
と
し
た
上

で
、
山

岳
部

の
し
尿

量
を
減

ら
す

こ
と
を
基

本
と
し
て
、
宿

泊
者

に
よ
る
小

屋
で
の

ト

イ
レ
利

用
に

対
し
て
は

、
自

己
処

理
型

ト
イ
レ
の

整
備

と
携

帯
ト
イ
レ
の

利
用

を
並

行
的

に
推

進
す

る
こ
と
と
し
て
新

高
塚

小
屋

に
自

己
処

理
型

ト
イ
レ
を
試

験
導

入
し
た
（
平

成
2
2
年

度
屋

久
島

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

決
定

）
が

、
2
年

後
に

は
不

具
合

を
起

こ
し

閉
鎖

。
関

係
者

の
協

力
・
各

種
調

査
・
高

頻
度

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
運

用
再

開
。
今

後
も
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
と
と
も
に

、
必

要
に

応
じ
て
補

修
を
行

う
が

、
将

来
的

に
は

利
用

継
続

に
つ

い
て
議

論
を
深

め
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
は

高
塚

避
難

小
屋

に
設

置
、
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
は

新
高

塚
避

難
小

屋
に

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
な
お

、
高

塚
避

難
小

屋
に

設
置

さ
れ

た
も
の

は
仮

設
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
は

、
自

然
環

境
や

利
用

状
況

等
を
踏

ま
え
、
位

置
の

見
直

し
や

木
造

ブ
ー

ス
へ

の
変

更
等

を
検

討
す

る
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 

【
現

在
の

喫
緊

の
課

題
】
 

・
汲

取
り
式

ト
イ
レ
は

平
成

2
0
年

度
か

ら
人

肩
に
よ
る
し
尿

搬
出

が
実

施
さ
れ

、
現

地
周

辺
に

埋
め

ら
れ

る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
が

、
搬

出
・
処

理
に
は

継
続

的
に

コ
ス
ト
が

か
か

っ
て
い

る
 

・
新

高
塚

小
屋

の
自

己
処

理
型

ト
イ
レ
は

、
高

頻
度

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が

必
要

を
さ
れ

て
い

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
、
よ
り
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
、
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

避
難

小
屋

 
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 

※
当

該
区

間
の

起
点

に
は

新
高

塚
避

難
小

屋
・
高

塚
避

難
小

屋
が

、
既

に
整

備
さ
れ

て
い

る
。
現

状
以

上
に

避
難

小
屋

は
設

置
せ

ず
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
3.
宮

之
浦

岳
線

（
高

塚
小

屋
～

焼
野

三
叉
路

）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

8
-
3
 

高
塚

小
屋

～
焼

野
三

叉
路

 

歩
道

：
環

境
省

（
焼

野
三

叉
路

～
平

石
岩

屋
）
、
鹿

児
島

県
（
平

石
岩

屋
～

高
塚

小
屋

）
 

高
塚

避
難

小
屋

、
高

塚
避

難
小

屋
付

帯
汲

取
ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

高
塚

避
難

小
屋

携
帯

ト
イ
レ
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 
新

高
塚

避
難

小
屋

、
新

高
塚

避
難

小
屋

付
帯

汲
取

ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

新
高

塚
避

難
小

屋
自

己
処

理
型

ト
イ
レ
、
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 

（
新

高
塚

避
難

小
屋

）
 

（
高

塚
避

難
小

屋
）
 

区
間

図
 

位
置

図
 

―44―
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管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど

に
明

記
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
焼

野
三

叉
路

の
分

岐
の

道
標

は
設

置
済

で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど

に
明

記
し
、
当

該
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設

置
し
な
い
。
）
 

※
当

該
区

間
に

は
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い

が
、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

現
在

、
区

間
内

に
は

、
特

徴
的

な
植

物
（
ヤ

ク
シ
マ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
）
な
ど
が

あ
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
当

該
区

間
の

ル
ー

ト
は

明
瞭

で
あ

り
、
今

後
も
必

要
最

低
限

の
目

印
等

に
よ
り
ル

ー
ト
の

誘
導

等
を
行

う
。

 

※
現

在
、
高

塚
避

難
小

屋
か

ら
奥

は
林

野
庁

管
理

道
に

な
る
こ
と
か

ら
、
立

入
り
は

ロ
ー

プ
で
制

限
さ
れ

て
い
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
通

過
で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

4
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

往
復

 
日

帰
り

 
5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 

2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
ま
た
は

一
泊

の
登

山
経

験
者

向
け

ル
ー

ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
・
行

程
に
よ
っ
て
一

泊
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す

る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行

わ
ず

、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
－

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
梯

子
・
桟

道
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止

や
植

生
・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
な
る
よ
う
検

討
す
る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
の

階
段

・
梯

子
・
桟

道
、
登

攀
用

ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
再

整
備

の
際

に
は

、
浸

食
防

止

や
植

生
・
根

茎
の

保
護

の
目

的
を
達

成
し
つ

つ
よ
り
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
な
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
（
渡

渉
の

可
否

に
つ

い
て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す

る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

区
間

内
に
必

要
最

低
限

の
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
は

翁
岳

鞍
部

（
環

境
省

）
に

設
置

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ

ず
、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
、
よ
り
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
、
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

避
難

小
屋

 
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 

※
当

該
区

間
に

は
整

備
さ
れ

て
い
な
い
が

、
新

高
塚

避
難

小
屋

・
高

塚
避

難
小

屋
が

既
に

整
備

さ
れ

て
い

る
。
現

状
以

上
に

避
難

小
屋

は
設

置
せ

ず
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
4.
宮

之
浦

岳
線

（
花

之
江

河
～

焼
野

三
叉
路

）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

8
-
4
①

 
黒

味
分

れ
～

焼
野

三
叉

路
 

歩
道

：
環

境
省

 
翁

岳
携

帯
ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
 

（
木

造
）
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど

に
明

記
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
焼

野
三

叉
路

の
分

岐
の

道
標

は
設

置
済

で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

当
該

区
間

に
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な
ど

に
明

記
し
、
当

該
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板

等
に

よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い
。
）
 

※
当

該
区

間
に

は
登

山
口

を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い

が
、
淀

川
登

山
口

・
荒

川
登

山
口

・
白

谷
雲

水
峡

入
口

な

ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
当

該
区

間
の

ル
ー

ト
は

明
瞭

で
あ

り
、
今

後
も
必

要
最

低
限

の
目

印
等

に
よ
り
ル

ー
ト
の

誘
導

等
を
行

う
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

通
過

で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

3
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
往

復
 
日

帰
り

 
淀

川
入

口
⇒

花
之

江
河

⇒
黒

味
岳

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

4
 

4
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

往
復

 
日

帰
り

 

5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 
（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
－

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
は

あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
浸

食
防

止
や

植
生

保
護

、
ロ
ー

プ
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

、
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 
避

難
小

屋
や

そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
既

に
花

之
江

河
に

湿
原

保
護

を
兼

ね
た
休

憩
ス
ペ

ー
ス
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
4.
宮

之
浦

岳
線

（
花

之
江

河
～

焼
野

三
叉
路

）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

8
-
4
②

 
花

之
江

河
～

黒
味

分
れ

 
歩

道
：
環

境
省

 
花

之
江

河
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
 

（
木

造
）
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

3
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
往

復
 
日

帰
り

 
淀

川
入

口
⇒

花
之

江
河

⇒
黒

味
岳

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

4
 

4
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

往
復

 
日

帰
り

 

5
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
荒

川
口

 
1
泊

 
6
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

 
1
泊

 
2
9
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
白

谷
雲

水
峡

～
楠

川
歩

道
入

口
 

1
泊

 

荒
川

登
山

口
⇒

大
株

歩
道

入
口

⇒
縄

文
杉

⇒
高

塚
小

屋
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

荒
川

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

白
谷

雲
水

峡
入

口
、

1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

縄
文

杉
⇒

楠
川

分
か

れ
⇒

楠
川

歩
道

入
口

、
1
泊

（
新

高
塚

小
屋

・
高

塚
小

屋
宿

泊
）
 

5
 

8
 
淀

川
入

口
～

宮
之

浦
岳

～
永

田
岳

～
花

山
歩

道
入

口
 

1
泊

 
9
 
淀

川
入

口
 
宮

之
浦

岳
～

永
田

岳
～

永
田

歩
道

入
口

 
1
泊

 

2
5
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
～

花
之

江
河

登
山

道
～

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド

 
出

口
 

1
泊

 
2
7
 
淀

川
入

口
～

烏
帽

子
岳

・
七

五
岳

～
湯

泊
ま
り
歩

道
入

口
 

1
泊

 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

花
山

歩
道

入
口

、
1
泊

（
鹿

之
沢

小
屋

宿
泊

）
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
宮

之
浦

岳
⇒

永
田

岳
⇒

鹿
之

沢
小

屋
⇒

永
田

歩
道

入
口

、
1
泊

鹿
之

沢
小

屋
宿

泊
 

淀
川

口
⇒

花
之

江
河

⇒
黒

味
岳

⇒
花

之
江

河
⇒

花
之

江
河

登
山

道
⇒

ヤ
ク
ス
ギ

ラ
ン
ド
出

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

淀
川

入
口

⇒
花

之
江

河
⇒

石
塚

小
屋

⇒
烏

帽
子

岳
・
七

五
岳

⇒
湯

泊
歩

道
入

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

4
，

5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 
（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
－

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
で
は

あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
浸

食
防

止
や

植
生

保
護

、
ロ
ー

プ
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

等
が

整
備

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

ト
イ
レ
は

、
荒

川
登

山
口

（
鹿

児
島

県
）
、
小

杉
谷

山
荘

跡
地

（
屋

久
島

町
）
、
大

株
歩

道
入

口
（
鹿

児
島

県
）
に
整

備
さ
れ

て
お

り
、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
ピ
ー

ク
時

等
ト
イ
レ
の

受
入

れ
容

量
を
超

過
す

る
分

は
、
携

帯
ト
イ
レ
対

応
と
す

る
。
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
 ※

当
該

区
間

に
は

、
淀

川
避

難
小

屋
と
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー
ス
（
環

境
省

）
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 
避

難
小

屋
や

そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
花

之
江

河
に

湿
原

保
護

を
兼

ね
た
休

憩
ス
ペ

ー
ス
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
5.
宮

之
浦

岳
線

（
淀

川
登

山
口

～
花

之
江
河

）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

8
-
5
 

淀
川

登
山

口
～

花
之

江
河

 

歩
道

：
環

境
省

 
淀

川
避

難
小

屋
、
淀

川
避

難
小

屋
付

帯
汲

取
ト
イ
レ
：
鹿

児
島

県
 

淀
川

避
難

小
屋

携
帯

ト
イ
レ
木

造
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 
淀

川
登

山
口

休
憩

施
設

、
淀

川
登

山
口

入
口

標
識

：
環

境
省

 
淀

川
登

山
口

簡
易

水
洗

ト
イ
レ
：
屋

久
島

町
 

使
用

済
携

帯
ト
イ
レ
回

収
箱

、
花

之
江

河
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
木

造
：
環

境
省

 

位
置

図
 

（
木

造
）
 

区
間

図
 

（
木

造
）
 

入
口

標
識

 

携
帯

ト
イ

レ
回

収
箱
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

3
 
淀

川
入

口
～

黒
味

岳
往

復
 
日

帰
り

 
淀

川
入

口
⇒

花
之

江
河

⇒
黒

味
岳

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 

（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

救
急

セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
－

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

や
登

攀
用

ロ
ー
プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
は

あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
浸

食
防

止
や

植
生

保
護

、
ロ
ー

プ
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す
る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

や
登

攀
用

ロ
ー
プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 
必

要
に

応
じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

設
置

さ
れ

て
い
な
い
が

、
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 
避

難
小

屋
や

そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
花

之
江

河
に

湿
原

保
護

を
兼

ね
た
休

憩
ス
ペ

ー
ス
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
せ

ず
、
利

用
上

支
障

の
な
い
よ
う
適

切
に

管
理

し
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

8-
6.
宮

之
浦

岳
線

（
黒

味
分

か
れ

～
黒

味
岳
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

8
-
6
 

宮
之

浦
線

 
（
黒

味
分

れ
～

黒
味

岳
）
 

歩
道

：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
登

山
口

な
ど
に

明
記

す
る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

2
8
 
淀

川
入

口
～

旧
栗

生
歩

道
入

口
 

1
泊

 
淀

川
入

口
⇒

花
之

江
河

⇒
石

塚
小

屋
⇒

旧
栗

生
歩

道
入

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ

れ
る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

※
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い

。
 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 

徒
歩

で
の

到
達

を
基

本
と
す

る
。

 
場

所
に
よ
っ
て
は

未
舗

装
路

・
悪

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
可

能
な
場

合
も
あ
る
。

 

※
現

在
、
旧

栗
生

歩
道

入
口

ま
で
は

舗
装

と
砂

利
道

が
混

在
し
崖

崩
れ

し
や

す
い

林
道

を
利

用
す
る
こ
と
は

で
き
る
。

 
※

た
だ
し
、
入

口
は

林
道

よ
り
も
５
ｍ
奥

ま
っ
た
林

内
に

目
印

（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
が

設
置

さ
れ

て
が

、
分

か
り
に
く
い
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
箇

所
に

丸
太

編
柵

工
、
木

製
階

段
、
鉄

製
梯

子
等

が
設

置
さ
れ

て
い
る
が

、
降

雨
時

の
雨

水
の

よ
っ
て
、

多
く
の

木
製

構
造

物
は

倒
壊

し
て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、

今
後

は
極

力
人

工
物

の
設

置
は

せ
ず

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
箇

所
に

丸
太

編
柵

工
、
木

製
階

段
、
鉄

製
梯

子
が

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
降

雨
時

の
雨

水
の

よ
っ
て
、
多

く
の

木
製

構
造

物
は

倒
壊

し
て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
今

後
は

極
力

人
工

物
の

設
置

は
し
な
い
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
倒

壊
し
て
い
る
構

造
物

の
撤

去
も
検

討
す
る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 
※

当
該

区
間

の
終

点
に
は

、
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

※
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 

宿
泊

施
設

、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
宿

泊
は

、
淀

川
小

屋
も
し
く
は

石
塚

小
屋

利
用

を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

9.
栗

生
線

（
栗

生
下

の
登

山
口

～
花
之

江
河
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

9
 

栗
生

線
 

（
旧

栗
生

歩
道

入
口

～
花

之
江

河
）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
（
花

之
江

河
～

小
楊

子
林

道
入

口
）
、
未

執
行

（
小

楊
子

林
道

入
口

～
旧

栗
生

歩
道

入
口

）
 

花
之

江
河

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
 

（
木

造
）
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
登

山
口

に
は

入
口

が
わ

か
る
程

度
に

目
印

（
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
）
が

設
置

さ
れ

て
い

る
の

み
。
今

後
標

識
を
設

置
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に

は
、
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で

き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
花

之
江

河
、
旧

栗
生

歩
道

と
小

楊
子

林
道

と
の

分
岐

道
標

が
設

置
済

で
あ

る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応

じ
て
改

築
及

び
補

修
を
行

う
。

 
※

現
在

、
植

生
解

説
や

距
離

、
注

意
な
ど
の

標
識

が
あ

る
が

、
約

半
数

は
不

明
瞭

で
認

識
し
に

く
い

標
識

で
あ
る
が

、
当

該
区

間
を

通
過

す
る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
道

標
設

置
は

ぜ
ず

、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ

う
に
す

る
。

 
※

利
用

さ
れ

て
い
な
い
道

標
や

、
老

朽
化

が
進

ん
で
い

る
道

標
に
つ

い
て
は

撤
去

を
検

討
す

る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
入

口
標

識
に

は
規

制
・
危

険
箇

所
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に
は

、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 
特

に
優

れ
た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
各

箇
所

に
は

設
置

し
な
い

。
 

※
現

在
、
区

間
内

に
は

解
説

標
識

の
設

置
は

な
く
、
今

後
も
設

置
し
な
い

こ
と
と
す

る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

現
在

、
旧

栗
生

歩
道

入
口

か
ら
、
旧

栗
生

歩
道

と
小

楊
子

林
道

と
の

分
岐

地
点

ま
で
の

不
明

瞭
な
区

間
に

は
、
目

印
（
ピ
ン
ク
テ

ー
プ
）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
で
は

あ
る
が

、
倒

木
や

シ
カ
道

が
多

々
あ
る
こ
と
で
、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

高
い

。
道

迷
い

の
要

因
と
な
る

よ
う
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

撤
去

す
る
が

、
道

迷
い

対
策

（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
は

必
須

で
あ

る
こ
と
を
周

知
す

る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
旧

栗
生

歩
道

、
旧

栗
生

歩
道

と
小

楊
子

林
道

と
の

分
岐

か
ら
大

洞
杉

よ
り
少

し
先

ま
で
は

倒
木

が
多

く
、
迂

回
す

る
方

法
を
と
っ
て
お
り
、
地

図
（
旺

文
社

）
の

コ
ー

ス
タ
イ
ム

よ
り
も
時

間
が

か
か

る
。
入

口
看

板
に

正
確

な
コ
ー

ス
タ
イ
ム

の
記

入

し
、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
今

後
も
撤

去
は

し
な
い

。
 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
岳

参
り
の

際
に

部
分

的
に

刈
り
払

い
が

行
わ

れ
て
い

る
と
思

わ
れ

る
が

、
ル

ー
ト
上

に
は

下
草

が
茂

っ
て
歩

き
に

く
い
箇

所
も
あ
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
刈

り
払

い
等

は
最

低
限

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

5
 

2
7
 
淀

川
入

口
～

烏
帽

子
岳

・
七

五
岳

～
湯

泊
歩

道
入

口
 

1
泊

 
淀

川
入

口
⇒

花
之

江
河

⇒
石

塚
小

屋
⇒

烏
帽

子
岳

・
七

五
岳

⇒
湯

泊
歩

道
入

口
、

1
泊

（
石

塚
小

屋
宿

泊
）
 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
5
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

５
 

・
徒

歩
で
の

ア
ク
セ
ス
が

基
本

と
な
り
、
行

程
は

一
泊

以
上

の
経

験
豊

富
な
登

山
者

向
け
ル

ー
ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
ほ

ぼ
人

と
出

会
わ

な
い

登
山

道
で
、
屋

久
島

の
原

生
的

か
つ

荘
厳

な
自

然
を
深

く
体

感
で
き
る
。

 
・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
極

め
て
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ

れ
る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
豊

富
な
経

験
を
有

す
る
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

一
泊

以
上

 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
の

防
止

に
関

す
る
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
必

要
最

低
限

の
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 

（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行

わ
ず

、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

1
日

の
行

程
で
、
ほ

と
ん

ど
人

と
出

会
わ

な
い

。
 

ア
ク
セ
ス

 
徒

歩
で
の

到
達

を
基

本
と
す

る
。

 
林

道
の

車
止

め
ゲ

ー
ト
ま
で
は

未
舗

装
路

・
悪

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
可

能
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
人

工
物

も
ほ

と
ん

ど
な
い

。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
今

後
も
極

力
人

工
物

の
設

置
は

せ
ず

、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
を
保

持

す
る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

現
在

、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
人

工
物

も
ほ

と
ん

ど
な
い

。
 

※
一

部
歩

道
に

浸
食

が
見

ら
れ

る
が

、
当

該
区

間
は

利
用

が
ほ

と
ん

ど
な
い
こ
と
か

ら
、
登

山
者

の
踏

圧
で
は

な
く
、
厳

し
い

自
然

環
境

に
よ
る
も
の

と
思

わ
れ

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
今

後
も
極

力
人

工
物

の
設

置
は

し
な
い
こ
と
と
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
危

険
箇

所
に

は
必

要
最

低
限

の
対

策
を
行

う
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設

置
し
な
い

。
 

屋
外

で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

※
当

該
区

間
の

終
点

に
は

、
花

之
江

河
に

木
造

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
（
環

境
省

）
が

整
備

さ
れ

て
お
り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 
※

当
該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
現

状
以

上
に

ト
イ
レ
は

設
置

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
宿

泊
施

設
、
避

難
小

屋
及

び
テ
ン
ト
場

は
設

置
し
な
い

。
 

（
他

ル
ー

ト
の

避
難

小
屋

利
用

を
想

定
）
 

※
宿

泊
は

、
淀

川
小

屋
も
し
く
は

石
塚

小
屋

利
用

を
想

定
す

る
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

10
.湯

泊
線

（
登
山
口
～
花
之
江
河
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

5
 

1
0
 

湯
泊

線
 

（
登

山
口

～
花

之
江

河
）
 

歩
道

：
未

執
行

 
花

之
江

河
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
木

造
：
環

境
省

 

（
木

造
）
 

位
置

図
 

区
間

図
 

入
口

標
識
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
登

山
口

に
は

入
口

が
わ

か
る
程

度
の

簡
易

な
標

識
が

設
置

さ
れ

て
い
る
。
今

後
設

置
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に

は
、
登

山
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 
※

標
識

を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
た
だ
し
、
七

五
岳

、
烏

帽
子

岳
、
花

之
江

河
の

分
岐

に
は

道
標

が
設

置
済

で
あ

る
。
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て

改
築

及
び

補
修

を
行

う
。

 

※
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

、
道

迷
い
し
な
い
程

度
で
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 

区
間

内
で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 
※

入
口

標
識

に
は

規
制

・
危

険
箇

所
を
記

載
す

る
。
当

該
区

間
に
は

、
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 
特

に
優

れ
た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
各

箇
所

に
は

設
置

し
な
い

。
 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 
・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

原
生

的
な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
場

所
で
あ

る
た
め

、
過

剰
な
目

印
（
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
）
は

撤
去

す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
し
、
ル

ー
ト
の

入
口

で
の

注
意

喚
起

な
ど
、
必

要
最

低
限

の
対

策
に
留

め
る
も
の

と
す
る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に

応
じ
て
目

印
（
テ
ー

プ
等

）
に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
倒

木
迂

回
に
よ
る
植

生
へ

の
影

響
、
倒

木
乗

り
越

え
時

の
危

険
、
倒

木
に

よ
る
道

迷
い

、
倒

木
が

登
山

道
保

全
に
影

響
が

あ
る
場

合
の

み
、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

出
な
い

方
法

で
処

理
を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

管
理

と
す

る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

1
0
 
モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
往

復
 
日

帰
り

 
タ
ナ
ヨ
ケ
歩

道
入

口
⇒

モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
（
往

復
）
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 
・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 

（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 

（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 

救
急

セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

防
止

を
優

先
と
し
た
整

備
・
管

理
と
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
道

迷
い

の
発

生
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

※
道

標
が

適
宜

設
置

さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
舗

装
路

を
利

用
し
て
、
車

両
で
到

着
で
き
る
。

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

は
な
く
、
登

攀
用

・
渡

渉
用

ロ
ー
プ
が

設
置

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
あ

る
こ
と
を
踏

ま
え
、
構

造
物

は
必

要
最

小
限

で
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
構

造
物

は
な
く
、
登

攀
用

・
渡

渉
用

ロ
ー
プ
が

設
置

さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
で
あ

る
こ
と
を
踏

ま
え
、
必

要
最

小
限

で
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 

※
当

該
区

間
起

点
の

千
尋

滝
駐

車
場

に
ト
イ
レ
が

あ
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
区

間
内

に
設

置
す

る
こ
と
は

せ
ず

、
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す
る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 

避
難

小
屋

や
そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

現
在

、
当

該
区

間
起

点
の

千
尋

滝
駐

車
場

に
休

憩
施

設
が

あ
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン

ク
は

３
で
は

あ
る
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
し
、
区

間
内

に
は

今
後

も
設

置
は

し
な
い

こ
と
と
す
る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

11
.モ

ッ
チ
ョ
ム
岳

線

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

1
1
 

モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
線

 
歩

道
：
未

執
行

 
登

山
口

標
識

：
環

境
省

 

位
置

図
 

区
間

図
 

入
口

標
識
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
入

口
標

識
（
環

境
省

）
に
掲

示
済

で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な

が
ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
本

区
間

内
に

分
岐

は
な
い

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 
必

要
に

応
じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 

ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
入

口
標

識
（
環

境
省

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

状
況

に
応

じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
植

生
へ

の
影

響
が

出
ず

、
安

全
性

が
確

保
さ
れ

る
場

合
に
は

倒
木

う
回

の
対

応
も
可

と
す
る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

3
 

2
3
 
尾

之
間

歩
道

入
口

～
蛇

之
口

滝
往

復
 
日

帰
り

 
歩

道
入

口
～

蛇
之

口
滝

（
往

復
）
、
日

帰
り

 

4
 

2
4
 
淀

川
入

口
～

尾
之

間
歩

道
入

口
 

淀
川

入
口

（
尾

之
間

歩
道

方
面

）
⇒

尾
之

間
歩

道
入

口
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
3
，

4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

３
以

上
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
の

登
山

経
験

者
向

け
ル

ー
ト
。

 

・
快

適
性

よ
り
も
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 
・
危

険
個

所
に

小
規

模
の

木
道

や
階

段
が

設
置

さ
れ

る
が

、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

一
定

の
リ
ス
ク
管

理
と
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

・
登

山
靴

 
（
あ
る
程

度
の

防
水

性
・
足

首
の

ホ
ー

ル
ド
性

が
あ
る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

道
迷

い
の

発
生

に
関

し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

が
適

宜
設

置
さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

中
程

度
あ
る
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
転

倒
の

発
生

等
に

関
し
て
一

定
の

リ
ス
ク
を
伴

う
が

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
せ

た
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

や
一

部
の

休
憩

ス
ペ

ー
ス
以

外
に
荒

天
時

の
リ

ス
ク
に

対
す

る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す
る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

し
ば

し
ば

人
に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
舗

装
路

を
利

用
し
て
、
車

両
で
到

着
で
き
る
。

 

7
 

環
境

 

自
然

ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

安
全

性
・
快

適
性

の
た
め

の
人

工
的

な
構

造
物

が
少

な
く
、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
や

木
製

橋
梁

、
登

攀
用

ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
木

製
階

段
や

木
製

橋
梁

、
登

攀
用

ロ
ー

プ
程

度
の

設
置

に
と
ど
め

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
優

先
さ
れ

た
環

境
と
す

る
。

 

※
な
お
、
区

間
内

に
は

、
拠

点
集

落
跡

や
耕

作
地

後
、
炭

窯
後

な
ど
の

歴
史

的
な
雰

囲
気

が
感

じ
ら
れ

る
場

所
が

あ
る
。

 

音
 

ま
れ

に
人

工
音

（
自

動
車

の
走

行
音

等
）
が

聞
こ
え
る
場

合
が

あ
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
ほ

と
ん

ど
人

工
音

が
聞

こ
え
る
こ
と
は

な
く
、
こ
れ

を
保

持
す
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

地
面

を
歩

く
こ
と
を
基

本
と
し
、
特

に
滑

り
や

す
い
部

分
や

急
傾

斜
等

に
は

必
要

に
応

じ
て
小

規
模

な
木

道
を
設

置
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
や

木
製

橋
梁

、
登

攀
用

ロ
ー

プ
等

が
整

備
さ
れ

て

い
る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
優

先
さ
れ

た
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。
必

要
に
応

じ
て
ロ
ー
プ
や

ワ
イ
ヤ

ー
を
設

置
す
る
。

 

（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に
ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

必
要

に
応

じ
て
、
区

間
内

の
要

所
に

携
帯

ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す
る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

に
は

ト
イ
レ
は

な
い
が

片
道

３
．
４
ｋ
ｍ
（
往

復
所

要
時

間
５
時

間
）
で
あ
る
こ
と
や

、
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

３
以

上
で
あ

る
こ
と
に

鑑
み

、
こ
の

区
間

に
設

置
す

る
こ
と
は

し
な
い

。
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を

基
本

と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
休

憩
ス
ペ

ー
ス
を
設

置
す
る
。

 

避
難

小
屋

や
そ
の

周
辺

の
ス
ペ
ー

ス
を
利

用
す

る
。

 
※

た
だ
し
、
既

に
蛇

之
口

滝
へ

の
分

岐
地

点
に

東
屋

が
整

備
さ
れ

て
い

る
こ
と
、
区

間
の

各
所

に
ベ
ン
チ
が

整
備

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
現

状
以

上
の

休
憩

施
設

設
置

は
当

面
し
な
い

。
ま
た
、
老

朽
化

し
た
ベ
ン
チ
に

つ
い

て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気

が
保

持
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

宿
泊

施
設

 
山

で
の

宿
泊

の
想

定
無

し
。

 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

12
-1

.尾
之
間
線

（
登
山
口
～
蛇
之
口
滝
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

3
 

1
2
-
1
 

尾
之

間
線

 
（
登

山
口

～
蛇

之
口

滝
）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
 

登
山

口
標

識
：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
 

入
口

標
識
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

入
口

に
設

置
（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
た
だ
し
、
道

の
案

内
・
地

図
等

は
尾

之
間

歩
道

入
口

標
識

（
環

境
省

）
に
掲

示
済

で
あ

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な

が
ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

※
標

識
を
改

築
・
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す

る
。

 

道
標

 
分

岐
点

及
び

必
要

に
応

じ
て
区

間
内

に
最

低
限

の
設

置
 

※
た
だ
し
、
蛇

之
口

滝
へ

の
分

岐
地

点
に

は
道

標
が

設
置

済
で
あ

り
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修

を
行

う
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
注

意
点

を
明

記
。

 

必
要

に
応

じ
て
規

制
・
危

険
箇

所
に

最
低

限
の

設
置

。
 

※
標

識
を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

危
険

箇
所

明
示

の
た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。

 
ま
た
、
上

記
が

存
在

す
る
主

な
箇

所
に

必
要

最
低

限
の

解
説

板
を
設

置
す
る
。
（
整

備
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

）
 

※
尾

之
間

歩
道

入
口

標
識

（
環

境
省

）
で
既

に
解

説
さ
れ

て
い
る
。

 

※
標

識
を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 
※

老
朽

化
し
た
解

説
標

識
に

つ
い

て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
ル

ー
ト
が

明
瞭

な
区

間
で
の

誘
導

は
行

わ
な
い

。
 

・
ル

ー
ト
が

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
ル

ー
ト
は

明
瞭

で
あ
り
、
ル

ー
ト
外

に
利

用
者

が
逸

出
す
る
可

能
性

が
あ
る
区

間
で
は

、
ロ
ー

プ
等

に
よ
り
誘

導
が

図
ら
れ

て
い
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
必

要
に

応
じ
て
最

低
限

の
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
状

況
に

応
じ
て
倒

木
の

処
理

を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す

る
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
優

先
し
つ

つ
、
必

要
に
応

じ
て
必

要
な
箇

所
の

刈
り
払

い
を
行

い
、
通

行
可

能
な
状

態
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

1
ヶ
月

に
1
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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登
山

道
区

間
ご
と
の

施
設

整
備

・
維

持
管

理
シ
ー

ト
（
５
～

１
０
年

後
の

あ
る
べ

き
姿

を
目

指
す
た
め

の
方

針
・
方

策
）
（
案

）
 

  

 
 

【
参

考
】
平

成
3
0
年

度
現

況
評

価
図

 

 
※

現
状

評
価

の
数

値
と
あ

る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
・
 

整
備

管
理

水
準

の
数

値
と
で
は

意
味

が
異

な
る

 

 あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク

 
ル

ー
ト

 
行

程
 

4
 

2
4
 
淀

川
入

口
～

尾
之

間
歩

道
入

口
 

淀
川

入
口

（
尾

之
間

歩
道

方
面

）
⇒

尾
之

間
歩

道
入

口
、
日

帰
り

 

 1
 

屋
久

島
山

岳
部

を
利

用
す
る
上

で
求

め
ら
れ

る
事

項
 

（
屋

久
島

の
山

の
文

化
に

対
す

る
配

慮
）
 

屋
久

島
の

山
は

、
現

代
に

お
い

て
も
山

岳
信

仰
が

受
け
継

が
れ

て
い
る
「
聖

地
」
 

屋
久

島
の

自
然

の
厳

し
さ
を
認

識
し
た
上

で
、
山

へ
の

畏
敬

の
念

や
感

謝
、
遠

慮
の

心
を
持

っ
て
の

利
用

が
求

め
ら
れ

る
 

2
 

利
用

体
験

ラ
ン
ク

 
4
 

3
 

想
定

さ
れ

る
利

用
体

験
の

質
 

・
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
は

４
 

・
行

程
は

日
帰

り
（
一

日
）
ま
た
は

一
泊

の
登

山
経

験
者

向
け

ル
ー

ト
。

 
・
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

が
最

優
先

さ
れ

た
、
人

と
の

出
会

い
が

稀
な
登

山
道

で
、
屋

久
島

の
原

生
的

な
自

然
を
体

感
で
き
る
。

 

・
木

道
や

階
段

の
整

備
を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
ま
た
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
り
、
ル

ー
ト
の

誘
導

は
必

要
最

低
限

で
、
悪

天
候

時
に
は

行
程

変
更

の
判

断
が

求
め

ら
れ

る
な
ど
、
登

山
者

自
ら
の

リ
ス
ク
管

理
と
高

度
な
行

動
判

断
が

要
求

さ
れ

る
。

 

4
 

利
用

者
 

想
定

さ
れ

る
利

用
者

 
登

山
者

 

想
定

さ
れ

る
行

程
 

日
帰

り
（
一

日
）
 

装
備

（
靴

）
 

登
山

靴
（
防

水
性

が
高

く
、
足

首
が

ホ
ー

ル
ド
さ
れ

る
も
の

）
 

登
山

装
備

 
（
悪

天
候

時
や

道
迷

い
等

の
際

の
備

え
）
 

一
般

的
な
登

山
装

備
（
宿

泊
装

備
含

む
）
 

行
程

変
更

対
策

（
非

常
食

、
エ
マ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー

シ
ー

ト
、
ツ
ェ
ル

ト
等

）
 

道
迷

い
対

策
（
地

図
・
コ
ン
パ

ス
・
G

P
S
）
 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
救

急
セ
ッ
ト

 

5
 

想
定

さ
れ

る
 

リ
ス
ク
と
対

策
 

の
方

針
 

道
迷

い
 

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
を
最

優
先

と
し
た
、
道

迷
い
の

発
生

を
防

止
す
る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 
※

道
標

が
適

宜
設

置
さ
れ

て
は

い
る
が

、
道

迷
い

の
リ
ス
ク
は

や
や

高
い
。

 

路
面

状
況

に
よ
る
転

倒
な
ど
の

ケ
ガ

 
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
た
、
転

倒
の

発
生

等
を
防

止
す

る
た
め

の
必

要
最

低
限

の
整

備
・
管

理
と
す
る
。

 

荒
天

時
の

リ
ス
ク

 
（
渡

渉
点

の
増

水
・
大

雨
や

霧
に
よ
る
視

界
不

良
な
ど
に

よ
る
行

程
変

更
）
 

利
用

者
自

ら
の

能
力

・
装

備
・
経

験
に

よ
る
対

処
を
基

本
と
し
、
既

存
の

避
難

小
屋

以
外

に
荒

天
時

の
リ
ス
ク
に

対
す
る
整

備
は

行
わ

ず
、
管

理
は

必
要

最
低

限
と
す

る
。

 

6
 

利
用

の
頻

度
・
 

利
用

の
容

易
さ

 

人
と
の

出
会

い
（
繁

忙
期

を
除

く
）
 

稀
に
（
1
日

に
数

回
程

度
）
人

に
出

会
う
。

 

ア
ク
セ
ス

 
未

舗
装

路
・
悪

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
す
る
。

 

※
た
だ
し
、
現

在
は

舗
装

路
を
利

用
し
て
車

両
で
到

達
可

能
。

 

7
 

環
境

 
自

然
ら
し
さ
（
人

工
物

の
状

況
）
 

人
工

物
が

ほ
と
ん

ど
無

い
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
や

登
攀

用
ロ
ー
プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
原

生
的

な
自

然
を
感

じ
ら
れ

る
環

境
と
す

る
。

 

音
 

静
か

で
、
ほ

ぼ
自

然
音

の
み

が
聞

こ
え
る
。

 

8
 

施
設

 

道
の

歩
き
や

す
さ
（
路

面
・
木

道
の

整
備

）
 

路
面

の
整

備
、
木

道
の

設
置

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
す
る
。

 
※

た
だ
し
、
現

在
、
浸

食
防

止
や

植
生

・
根

茎
の

保
護

を
目

的
と
し
た
木

製
階

段
や

登
攀

用
ロ
ー
プ
等

が
整

備
さ
れ

て
い

る
。
当

該

区
間

を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

４
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
原

生
的

な
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
工

法
を
検

討
す

る
。

 

橋
・
渡

渉
点

の
対

応
 

対
策

を
行

わ
な
い
こ
と
を
基

本
と
し
、
渡

渉
が

必
要

な
場

合
が

あ
る
。

 
（
渡

渉
の

可
否

に
つ
い

て
利

用
者

自
ら
が

判
断

す
る
こ
と
を
基

本
と
す
る
）
 

※
た
だ
し
、
現

在
、
増

水
時

に
歩

行
不

可
と
な
る
箇

所
は

あ
る
が

、
降

雨
量

等
か

ら
渡

渉
の

可
否

を
判

断
す

る
こ
と
を
基

本
と
し
、
対

応
は

し
な
い

。
 

ロ
ー
プ
が

必
要

な
登

坂
・
岩

登
り
箇

所
の

対
応

 
必

要
な
箇

所
に

最
低

限
の

ロ
ー

プ
や

鎖
を
設

置
す

る
。

 

ト
イ
レ
・
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の

設
置

 

区
間

内
に
必

要
最

低
限

の
携

帯
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
を
設

置
す

る
。
設

置
の

際
は

自
然

の
雰

囲
気

の
保

持
に

配
慮

す
る
。

 
※

当
該

区
間

の
終

点
に
は

、
淀

川
登

山
口

ト
イ
レ
（
屋

久
島

町
）
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、
必

要
に

応
じ
て
改

築
及

び
補

修
し
な
が

ら
可

能
な
限

り
継

続
使

用
し
、
利

用
上

支
障

の
な
い

よ
う
適

切
に

管
理

す
る
。

 

※
当

該
区

間
を
通

過
す

る
ル

ー
ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
が

５
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み

、
区

間
内

に
設

置
す
る
こ
と
は

し
な
い

。
屋

外
で
の

携
帯

ト
イ
レ
使

用
を
基

本
と
す

る
。

 

休
憩

施
設

・
ベ
ン
チ

 
設

置
し
な
い

。
 

※
現

在
、
休

憩
ス
ペ
ー

ス
の

設
置

は
な
い
。
今

後
も
設

置
は

し
な
い

。
 

宿
泊

施
設

 
避

難
小

屋
、
避

難
小

屋
周

辺
で
の

テ
ン
ト
泊

 

※
た
だ
し
、
日

帰
り
可

能
。
宿

泊
の

場
合

は
淀

川
小

屋
を
想

定
 

 
 

012345Ⅰ
.頻

度
・

容
易
さ

Ⅱ
.体

力
面
の

厳
し
さ

Ⅲ
.利

用
に
伴
う

リ
ス
ク

Ⅲ
.自

然
の
状
況

Ⅳ
.施

設
・
管
理

12
-2

.尾
之

間
線

（
蛇

之
口

滝
入

口
～

淀
川
登

山
口
）

整
備

管
理

水
準

 
区

間
番

号
 

区
間

 
公

園
事

業
執

行
者

ほ
か

 

4
 

1
2
-
2
 

尾
之

間
線

 
（
蛇

之
口

滝
入

口
～

淀
川

登
山

口
）
 

歩
道

：
鹿

児
島

県
 

淀
川

登
山

口
休

憩
施

設
、
淀

川
登

山
口

入
口

標
識

：
環

境
省

 

淀
川

登
山

口
簡

易
水

洗
ト
イ
レ
：
屋

久
島

町
、
使

用
済

携
帯

ト
イ
レ
回

収
箱

：
環

境
省

 

区
間

図
 

位
置

図
 

入
口

標
識

 

携
帯

ト
イ

レ
回

収
箱
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9
 

管
理

 

標
識

 

案
内

（
道

の
案

内
・
地

図
等

）
 

簡
易

な
も
の

を
入

口
に

設
置

（
登

山
道

の
ラ
ン
ク
を
明

記
し
て
、
注

意
喚

起
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
荒

川
登

山
口

な
ど
に
明

記
す

る
。

 
※

登
山

ル
ー

ト
の

あ
る
べ

き
利

用
体

験
ラ
ン
ク
等

を
明

記
し
、
登

山
者

が
自

分
に

合
っ
た
ル

ー
ト
を
選

択
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

道
標

 

分
岐

点
に
の

み
設

置
 

※
現

在
、
区

間
内

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
道

標
（
設

置
者

不
明

）
の

多
く
が

破
損

や
老

朽
化

し
て
お

り
、
道

迷
い
の

要
因

に
な
る
と
思

わ
れ

る
。
老

朽
化

し
た
道

標
に

つ
い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

規
制

・
注

意
 

入
口

に
特

筆
す

べ
き
注

意
点

を
明

記
。

 
区

間
内

で
は

設
置

し
な
い
こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
箇

所
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
荒

川
登

山
口

な
ど
に
明

記
し
、
当

該
区

間
の

特
に

危
険

な
箇

所
に
つ

い
て
は

必
要

に
応

じ
て
最

低
限

の
設

置
を
行

う
。

 
※

標
識

を
新

設
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
危

険
箇

所
明

示
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー

プ
）
は

、
誘

導
目

的
の

も
の

と
混

同
し
な
い

も
の

を
用

い
る
。

 

解
説

 

特
に

優
れ

た
景

観
、
特

徴
的

な
植

物
等

、
文

化
的

施
設

等
に

関
し
て
、
入

口
の

案
内

標
識

等
で
解

説
す
る
。
（
※

各
箇

所
に
は

設
置

し
な
い
。
）
 

※
当

該
区

間
に

登
山

口
を
含

ま
な
い
た
め

入
口

標
識

は
設

置
し
な
い
が

、
淀

川
登

山
口

や
荒

川
登

山
口

な
ど
で
解

説
し
、
当

該
区

間
の

各
箇

所
で
の

設
置

は
、
現

状
以

上
に

し
な
い

こ
と
と
す
る
。

 
※

標
識

を
設

置
す

る
際

に
は

、
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

に
配

慮
し
て
、
重

複
す

る
内

容
の

既
設

標
識

は
撤

去
す
る
。

 

※
現

在
、
老

朽
化

し
た
解

説
標

識
に
つ

い
て
は

撤
去

を
基

本
と
し
、
自

然
の

雰
囲

気
が

保
持

で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

ル
ー

ト
の

誘
導

・
ル

ー
ト
外

へ
出

な
い
よ
う
に

す
る
た
め

の
規

制
 

・
区

間
内

の
ル

ー
ト
の

誘
導

は
行

わ
な
い
。

 

・
ル

ー
ト
が

特
に

不
明

瞭
な
区

間
で
は

、
必

要
最

低
限

の
間

隔
で
誘

導
の

た
め

の
目

印
（
テ
ー
プ
等

）
が

設
置

さ
れ

た
状

態
と
す
る
。

 

危
険

木
（
倒

木
や

落
枝

の
恐

れ
の

あ
る
木

）
の

処
理

 
対

策
を
行

わ
な
い

こ
と
を
基

本
と
す

る
が

、
特

に
危

険
な
木

に
つ

い
て
は

、
必

要
に
応

じ
て
簡

易
看

板
等

に
よ
る
注

意
喚

起
を
行

う
。

 

倒
木

の
処

理
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 
通

過
で
き
る
程

度
の

必
要

最
低

限
の

処
理

を
行

う
。

 

草
木

の
刈

り
払

い
 

巡
視

時
に
状

況
を
確

認
す

る
。

 

原
生

的
な
自

然
の

雰
囲

気
の

保
持

を
最

優
先

と
し
、
必

要
に

応
じ
て
、
通

過
で
き
る
程

度
の

最
低

限
の

刈
り
払

い
と
す
る
。

 

巡
視

の
頻

度
 

年
に

1
・
2
回

程
度

実
施

 

改
定

年
月

日
：
 

 

【
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

必
要

な
留

意
点

】
 

※
1
 
利

用
体

験
ラ
ン
ク
の

設
定

は
無

雪
期

で
荒

天
時

を
除

い
た
天

候
で
の

利
用

時
を
想

定
し
て
お
り
、
降

雪
期

・
積

雪
期

や
荒

天
時

に
は

利
用

に
伴

う
リ
ス
ク
（
渡

渉
点

の
増

水
や

視
界

不
良

、
転

倒
の

リ
ス
ク
等

）
が

想
定

よ
り
高

く
な

る
こ
と
に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

 

※
2
 
ラ
ン
ク
を
問

わ
ず

ヒ
ル

に
よ
る
咬

傷
の

可
能

性
が

あ
る
た
め

、
利

用
者

に
適

切
な
対

処
を
す

る
よ
う
に

推
奨

す
る
。
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